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 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条及び嘉麻市教育基本条例

第７条の規定に基づき、平成２４年度の教育委員会の点検及び評価を行いました

ことを報告します。 
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１．教育委員会点検・評価の概要について 

(1) はじめに 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）の一

部改正及び嘉麻市教育基本条例の制定により、平成２０年４月から、嘉麻市教育

委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表

しています。 

 

(2) 点検・評価の導入の目的 

教育委員会制度は、首長から独立した合議制の教育委員会が決定する教育行政

に関する基本的方針のもと、教育長及び事務局が広範かつ専門的な具体の教育行

政事務を執行するものです。 

このため、事前に教育委員会が立てた基本方針にそって具体的な教育行政が執

行されているかどうかについて、教育委員会自らが事後にチェックする必要があ

り、教育委員会が地域住民に対する説明責任を果たし、その活動を充実させるこ

とが目的です。 

 

(3) 点検・評価する対象 

第２次嘉麻市教育アクションプラン（平成２４年度～平成２６年度嘉麻市教育

振興基本計画）の事業を対象とします。 

 

(4) 点検・評価の方法 

 事業ごとに、目的達成度の観点から自己評価を行い、点検・評価の客観性を確

保するために第三者評価を行いました。 

第三者評価については、教育委員や現場教員・事務局職員等ではない人で、教

育に関して公正な意見を述べることが期待できる人を想定し、議会、ＰＴＡ連合

会、社会教育委員、公民館運営審議会、図書館協議会、織田廣喜美術館運営協議

会、スポーツ推進委員、文化財保護審議会より推薦を頂いた方に依頼し評価して

いただきました。 

（点検・評価の流れ） 

① 教育委員会事務局（担当課）においてその所管する事務事業等を自己評価 

② 自己評価の結果について評価の客観性を確保するため、嘉麻市教育委員会点

検評価委員を設置し、自己評価に対しての評価 

③ 教育委員会は評価委員の意見を踏まえ、教育委員会の会議において最終的な

点検評価 

④ 議会へ報告 

⑤ 議会報告後、速やかにホームページ等で一般公表 

(5) 結果の取扱い 
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 この点検・評価においては、事業ごとに４段階【Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待

通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要】で評価し、評価の高い事業について

は、引き続き実施し、評価の低い事業については課題や問題の解決を行うと同時

に事業の見直しについて検討していく予定です。 

(6) 嘉麻市教育行政の基本理念  

 嘉麻市教育委員会では、嘉麻市教育基本条例第２条の基本理念に基づき、嘉麻

市教育行政を実施していきます。 
 

嘉麻市教育基本条例（抜粋） 

（基本理念） 

第２条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び地域社会の形成者として必要な資

質を備えた心身ともに健康な市民の育成を期して行わなければならない。 

 ２ 市民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、

あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社

会の実現が図られなければならない。 

 ３ 家庭、地域住民及び市は、前２項に定める基本理念の実現に努めるものとする。 
  

 

(7) 嘉麻市教育振興基本計画 

「第 2次教育アクションプラン（平成 24年度 ～ 平成 26年度）」 

嘉麻市教育委員会では、教育行政の基本理念に基づき、嘉麻市における教育振

興のための施策に関し、基本的な事項を定めた「第 2次教育アクションプラン」

を策定しました。 

本市教育委員会は、学校教育、社会教育、文化・芸術の各分野について、７つ

の教育施策を柱とし、その実現に向けて施策を推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の点検・評価では、この 7つの施策に基づく事業を対象とし点検・評価し

ました。 

* 第２次嘉麻市教育アクションプラン（平成２４年度～平成２６年度 嘉麻市教育振興基本計

画）は以下のホームページにてご覧いただけます。 

「嘉麻市教育アクションプラン」 

http://www.city.kama.lg.jp・・・行政情報（嘉麻市教育委員会）

１．少人数指導（１学級を３０人以下の児童又は生徒で編成する等の指導形

態をいう。）等による学力向上 

２．個性又は能力を育成する学校教育の充実 

３．豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 

４．生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 

５．体力及び運動能力向上の推進 

６．人権尊重精神を育成する教育の推進 

７．市民文化の創造 

http://www.city.kama.lg.jp/
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２．教育委員会の取組み 

(1) 平成２４年度教育委員会実施状況 

教育委員会は教育長を含む５名の委員で構成され、会議の実施については、原

則、定例会が毎月１回、また、臨時会は必要に応じて開催し、教育行政に関す

る重要事項等を適時適切に慎重に審議しています。教育委員会は嘉麻市教育委

員会定例学校訪問実施要項に基づき年次計画で定例学校訪問を実施しています。

小中学校を訪問することで、学校教育現場の状況を確認することができ、教育

委員の立場から要望など意見を述べました。 

 

◆平成２４年度教育委員会開催実績 

・定例会   １２回 

・臨時会    ２回    計  １４回 

 

◆平成２４年度嘉麻市教育委員会学校訪問の実施状況 

○定例学校訪問（４校） 

  嘉麻市教育委員会が各学校における学校経営の諸課題を把握するとともに、

改善に向けた方向性について協議及び所要の指導・支援を行うことにより学

校力を向上させる取り組みです。 

 

実施日： 平成２４年１０月１１日（木） 学校名： 碓井中学校 

       平成２４年１１月 ８日（木）      上山田小学校 

       平成２４年１１月１４日（水）      熊ヶ畑小学校 

       平成２４年１１月１５日（木）      嘉穂中学校 

        

 

○授業充実学校訪問（２校） 

  筑豊教育事務所が、各学校の人的管理及び運営管理の実情をもとに、授業

公開を通して、学力向上に向けた取組の指導・支援を行います。 

 

実施日： 平成２４年 ９月２０日（水） 学校名： 山田中学校 

       平成２４年１０月２５日（木）      下山田小学校 

        

 

○研究指定・委嘱校研究発表会（３校） 

  嘉麻市教育委員会が学校教育の充実と発展を目指して取り組む学校を指定

委嘱し、学校教育の充実振興に寄与する取り組みです。 

 

実施日： 平成２４年１１月 ２日（金） 学校名： 宮野小学校 

       平成２４年１１月 ９日（金）      山田中学校 

       平成２４年１１月２２日（木）      稲築西小学校
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(2) 平成２４年度教育委員会の会議における主な議案 

番号 議  案 開催日 

１ 嘉麻市教育振興基本計画調整会議設置要綱の一部を改正する要綱について 4/2 

２ 嘉麻市立嘉穂小学校開校準備について（諮問） 5/1 

３ 嘉麻市立学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則について 5/1 

４ 嘉麻市文化財保護審議会委員の委嘱について 5/1 

５ 嘉麻市教育委員会教育委員長の選任について 6/4 

６ 嘉麻市教育委員会教育委員長職務代理者の選任について 6/4 

７ 嘉麻市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の一部を改正する規則について 6/4 

８ 嘉麻市学校評議員の委嘱について 6/4 

９ 嘉麻市学校関係評価委員の委嘱について 6/4 

１０ 嘉麻市立図書館協議会委員の委嘱について 7/3 

１１ 嘉麻市教育委員会職員被服等貸与規程について 7/3 

１２ 嘉麻市成人式実行委員会設置要綱について 7/3 

１３ 嘉麻市教育委員会点検評価実施要綱の一部を改正する要綱について 7/3 

１４ 嘉麻市成人式補助金交付規程の一部を改正する規程について 7/3 

１５ 嘉麻市教育委員会教育委員長職務代理者の選任について 8/29 

１６ 嘉麻市教育委員会点検・評価報告書（平成 23 年度事業分）について 8/29 

１７ 
嘉麻市教育委員会県費負担教職員の職務に専念する義務の免除に関する規則の一部

を改正する規則について 
10/2 

１８ 嘉麻市尐人数指導特別教員規程の一部を改正する訓令について 10/2 

１９ 嘉麻市立小・中学校の尐人数指導の実施に関する規則の一部を改正する規則について 11/6 

２０ 嘉麻市尐人数指導特別教員規程の一部を改正する訓令について 11/6 

２１ 
嘉麻市立小中学校英語教育語学指導員派遣業務契約に関する競技審査会設置要綱に

ついて 
2/5 

２２ 嘉麻市奨学資金条例施行規則の一部を改正する規則について 2/5 

２３ 嘉麻市立学校閉校記念事業補助金交付規程について 3/25 

２４ 嘉麻市公民館類似施設等補助金交付規則の一部を改正する規則について 3/25 

２５ 
嘉麻市社会活動等助成補助金交付基準規程及び嘉麻市コミュニティ施設特別整備事

業補助金交付規程を廃止する告示について 
3/25 

 

(3) 平成２４年度教育委員会の会議における協議 

番号 協  議 開催日 

１ 「2012 年非核と平和のつどい in 福岡」後援依頼について 4/2 

２ 映画「ひまわり」上映会の名義後援について 2/5 
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(4) 平成２４年度教育委員会の会議における報告 

番号 報  告 開催日 

１ 平成 24 年度 嘉穂中学校通学自動車運行計画について 5/1 

２ 平成 23 年度嘉麻市立中学校卒業生の進路報告について 5/1 

３ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査について 5/1 

４ 嘉麻市嘉穂小学校開校準備審議会委員任命に関する職務代理について 6/4 

５ 嘉麻市学校給食運営審議会委員任命に関する臨時代理について 6/4 

６ 嘉麻市立織田廣喜美術館運営協議会委員任命に関する臨時代理について 6/4 

７ 平成 24 年 6 月議会上程議案について 6/4 

８ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 6/4 

９ 嘉麻市子ども読書活動推進計画について 6/4 

１０ 嘉麻市社会教育委員任命に関する臨時代理について 7/3 

１１ 嘉麻市公民館運営審議会委員任命に関する臨時代理について 7/3 

１２ 嘉穂小学校校旗の寄附について 7/3 

１３ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 7/3 

１４ 嘉麻市教育委員会点検評価報告書（平成 23 年度事業分）について 8/7 

１５ 嘉麻市スポーツ推進審議会委員の任命に関する臨時代理について 8/7 

１６ 嘉麻市スポーツ推進審議会に対する諮問に関する臨時代理について 8/7 

１７ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 8/7 

１８ 平成 24 年 9 月市議会上程議案について 9/4 

１９ 損害賠償の額を定める専決処分について 9/4 

２０ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 9/4 

２１ 工事請負契約の締結について 10/2 

２２ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 10/2 

２３ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 11/6 

２４ 平成 24 年 12 月議会上程議案及び補正予算について 12/3 

２５ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 12/3 

２６ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 1/8 

２７ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 2/5 

２８ 嘉麻市立嘉穂小学校の校訓について 3/4 

２９ 嘉麻市立嘉穂小学校施設整備の進捗状況について 3/4 

３０ 平成 25 年 3 月議会上程議案について 3/4 

３１ 生徒指導上の諸問題に関する実態調査「月例報告」について 3/4 

３２ 嘉麻市地域活動指導員規程の一部を改正する告示について 3/25 

３３ 嘉麻市立図書館資料除籍要綱の制定について 3/25 

３４ 嘉麻市立図書館資料団体貸出要綱の一部を改正する要綱について 3/25 
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３５ 嘉麻市特定事業主行動計画について 3/25 

３６ 平成 25 年度教職員の人事（内示）について 3/25 

 

３．各種学校調査の結果 

 嘉麻市内各小中学校における、特別支援介助員・学級支援員等の配置状況をまとめ

ました。平成２３年度と比べ、特別支援員や介助員は３名増員、特別支援教育補助員

は３名増員、尐人数指導特別教員・複式学級解消指導員の配置については５名増員し、

児童・生徒たちの学習支援環境を充実させました。 

○小中学校（全１７校）における、特別支援介助員等の配置数 

 

次頁では、各小・中学校で行われた、教育課程実施状況及び教育課程編成状況調査結

果（No.1～No.4）全国学力・学習状況調査結果（NO.5～NO.9）を集計し、学校の取り組

み、児童・生徒たちの学習状況等について、平成２３年度と平成２４年度を併記して比

較したものです。 

 各小・中学校の教育課程実施状況等の結果（No.1～No.4）は、小学校では、「発展的

学習」において、全小学校で実施している結果となっています。このことは、基礎・基

本の定着によって身についた学力を、さらに活用する内容の学習が実施できてきている

ものと考えます。一方「きめ細かな指導の実施」における分割授業の学校数が前年度と

比較して減尐していますが、これは嘉穂地区の小規模校は児童が尐なく、調査の定義に

該当しないため減尐したものです。また、中学校においては、全校に尐人数授業補助教

員を配置していることから、全ての項目において「補充指導」や、「きめ細かな指導の

実施」を行っている状況です。 

次に、全国学力・学習状況調査の結果（NO.5～NO.9）では、小・中学校共に全ての項

目で数値の上昇があり、尐人数指導授業補助教員等の配置による成果が尐しずつあらわ

れてきているものと考えます。また、本市として取組を進めている「家庭での学習習慣」

については、約５ポイントの上昇であり、着実に家庭学習が定着してきているものと考

えます。さらには、個別支援が必要な児童・生徒に対しての特別支援教育補助教員等の

配置も大きな成果をもたらしています。 

このような結果から、学習支援環境充実のための、人的配置の充実及び継続を図って

NO 点検･評価項目 内  容 H２３ H２４ 

1 
特別支援学級介助員・特別支援

学級支援員の配置 

肢体不自由な児童生徒の介助や特別支援学級に在

籍する児童生徒の支援を行うために市費で雇用。 
１０名 １３名 

2 特別支援教育補助教員の配置 
普通学級に在籍している特別支援の必要な児童生

徒の指導等を行うために市費で雇用。 
１２名 １５名 

3 
尐人数指導特別教員・複式学級

解消指導員の配置 

尐人数授業の補助や複式学級における指導を行うた

めに市費で雇用。 
２３名 ２８名 
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いくことが大切であると考えます。 

○小学校 １２校  ＊学校・児童調査から  ( )は平成２４年度の県・国の平均値 

 

 

 

NO 点検･評価項目 内  容 H２３ H２４ 

1 読み書き計算等の習熟 
基礎的、基本的な知識や技能の徹底を図る

時間を設定している学校 
１２校 １１校 

2 組織的な習熟の取組 週時程への位置づけを行っている学校 １２校 １０校 

3 発展的学習 
教科学習の時間に発展的な学習を行って

いる学校 
９校 １２校 

4 きめ細かな指導の実施 
尐人数指導（ティームティーチングを含

む）を行った学校 
１２校 １１校 

内訳：分割授業 課題別・習熟度別に分割授業を行った学校 １１校  ８校 

内訳：非分割授業 
ティームティーチングによる授業を行っ

た学校 
１１校 １０校 

5 食習慣 
朝食を毎日食べている児童 

（県９４．７％、国９６．１％） 
９２．４％ ９２．３％ 

6 自己肯定感 
自分にはよい所があると思う児童 

（県７５．６％、国７６．８％） 
６６．１％ ７２．８％ 

7 家庭での学習習慣 
家で学校の宿題をしている児童 

（県９６．２％、国９７．０％） 
９０．０％ ９４．８％ 

8 携帯電話の使用状況 
携帯電話で通話やメールをしている児童 

（県２９．５％、国２８．２％） 
３３．７％ ２９．５％ 

9 読書の習慣 
家や図書館での１日あたりの読書時間 

（県３０分、国３１分） 
２９分 ３５分 

NO 点検･評価項目 内  容 H２３ H２４ 

1 補充指導の実施（１） 朝や放課後における補充指導の実施学校 ５校 ５校 

2 補充指導の実施（２） 長期休業中における補充指導の実施学校 ５校 ５校 

3 きめ細かな指導の実施 
尐人数指導（ティームティーチングを含

む）を行った学校 
５校 ５校 

内訳：分割授業  課題別・習熟度別に分割授業を行った学校 ４校 ５校 

内訳：非分割授業 
ティームティーチングによる授業を行っ

た学校 
５校 ５校 

4 食習慣 
朝食を毎日食べている生徒 

（県 ９２．５％、国 ９３．６％） 
８６．０％ ８９．２％ 

5 自己肯定感 
自分にはよい所があると思う生徒 

（県 ６６．１％、国 ６８．２％） 
６０．２％ ６１．３％ 

6 家庭での学習習慣 
家で学校の宿題をしている生徒 

（県 ８５．２％、国 ８５．７％） 
７５．７％ ８０．２％ 

7 携帯電話の使用状況 
携帯電話で通話やメールをしている児童 

（県 ５６．５％、国 ５６．３％） 
６４．１％ ５７．１％ 

8 読書の習慣 
家や図書館での１日あたりの読書時間 

（県 ２５分、国 ２６分） 
２７分 ２６分 

○中学校  ５校  ＊学校・生徒調査から   ( )は平成２４年度の県・国の平均値 
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４．事業別評価結果 
 

○重要課題１ 尐人数指導等による学力向上 
施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴確かな学力向上のための取組みの推 

 進 

1 尐人数指導推進事業 ○    

2 学校提案型学力向上事業  ○   

3 研究指定校補助事業  ○   

4 学力検証事業  ○   

 

○重要課題２ 個性又は能力を育成する学校教育の充実 

施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴個性や能力を伸ばす教育の充実 
５ 特別支援教育総合推進事業 ○    

６ 補助教員配置事業  ○   

⑵社会の変化に対応する教育の充実 

７ 英語コミュニケーション能力の育成事業  ○   

８ 情報教育推進事業  ○   

９ 情報教育施設整備事業  ○   

⑶信頼される教員の確保と研修の充実 
10 嘉麻市教育センター研修推進事業  ○   

11 教職員人事配置事業  ○   

⑷安心して学べる学校づくりの推進 

12 学校防犯体制整備事業 ○    

13 通学対策事業 ○    

14 学校施設維持管理事業 ○    

15 大隈城山校維持管理事業 ○    

⑸嘉穂小学校施設整備の推進 
16 嘉穂小学校開校準備審議会運営事業 ○    

17 嘉穂小学校建設事業 ○    

(６)地域に開かれた学校づくりの推進 
18 学校関係者評価事業  ○   

19 学校開放事務事業  ○   

(７)小中連携教育への取組み 20 小中連携・一貫教育研究事業  ○   

(８)教育の機会均等の促進 

21 就学援助事業 ○    

22 奨学金事業  ○   

23 幼稚園就園奨励費支給事務事業 ○    

 

○重要課題３ 豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 

施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴道徳性と自立心を養う心の教育の充実 

24 道徳教育推進事業  ○   

25 キャリア教育推進事業  ○   

26 ボランティア活動推進事業  ○   

⑵健やかな心身をはぐくむ健康教育の充実 

 

27 学校保健事業  ○   

28 学校給食運営事業 ○    

29 学校給食費算定及び収納事業  ○   

（３）家庭・地域・学校における読書活動推

進 
30 読書活動推進事業 ○    
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施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

（４）いじめ・不登校問題等の解決に向けた

体制の充実 

31 適応指導教室（れすとぴあ）推進事業 ○    

32 教育相談推進事業 ○    

33 ひきこもり訪問指導員配置事業 ○    

（５）家庭・地域の教育力を高める支援体制

の充実 

34 地域教育資源活用事業  ○   

35 学社連携融合事業 ○    

36 家庭教育支援事業 ○    

37 青尐年健全育成事業  ○   

 

 

○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 

施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴生涯学習関係機関、団体との連携・協力

体制の整備 

38 社会教育関係団体等育成事業  ○   

39 社会教育関係団体活性化補助事業  ○   

⑵学習機会の提供及び学習成果の活用促

進 

40 社会教育施設整備事業  ○   

41 ボランティア人材バンク事業 ○    

42 生涯学習推進事業  ○   

43 青尐年体験活動推進事業 ○    

44 公民館・分館等の連携強化推進事業  ○   

45 分館及び自治公民館等活動費補助事業  ○   

46 コミュニティ活動支援  ○   

47 公民館事業  ○   

（3）図書館の利用促進 

48 図書館施設管理運営事業  ○   

49 読書活動推進事業  ○   

50 図書館ボランティア養成事業  ○   

 

○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴スポーツ推進計画の策定 51 スポーツ推進計画の策定 ○    

⑵子どもの体力・運動能力向上の推進 
52 ゴールデンエイジプロジェクト ○    

53 コーチングスキルアップ  ○   

（3）スポーツ活動の活性化 

54 スポーツコミュニティ創造事業 ○    

55 体育施設管理運営事業  ○   

56 スポーツ大会支援事業 ○    

（4）スポーツ大会の誘致 57 スポーツ大会誘致事業 ○    
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○重要課題６ 人権尊重精神を育成する教育の推進 
施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴学校教育における人権・同和教育の推

進及び支援 
58 人権・同和教育推進事業  ○   

⑵社会教育における人権・同和教育の推

進及び支援 

59 人権学習推進事業  ○   

60 解放子ども会育成事業  ○   

61 解放学級育成事業  ○   

 

 

 

○重要課題７ 市民文化の創造 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の内容 番号 事  業  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑴美術に関する創造的活動の推進 

62 文化芸術活動推進事業  ○   

63 美術館運営管理事業 ○    

64 企画展事業 ○    

65 美術館ボランティア事業  ○   

66 美術教育普及事業 ○    

⑵文化財の保護・継承・活用 

67 歴史民俗教育普及事業 ○    

68 文化財保護事業 ○    

69 歴史民俗資料展示・保管施設の管理活用事業 ○    
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☆点検評価表の見方☆  

事業名 
(予算・決算) 

[番号］  事業名        （  課：  係） 
（予算：     千円 決算：     千円） 

目  的 事業の目的について記載しています。 

事業内容 平成２４年度に実施した事業について記載しています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

  平成２４年度の課題として挙げた事項等を記載しています。 

  

 

【課題等への取り組み】 

  上記の課題について、どのような取り組みをしたか記載しています。 

 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性     

事業の効果     

事業の効率性     

【自己評価の根拠】 

 

自己評価に至った理由について記載しています。 

評価の指標は、次のとおりです。 

 Ａ：期待通り 

 Ｂ：概ね期待通り 

 Ｃ：課題あり 

 Ｄ：事業の見直し要 

 

今後の 

方向性 
この事業の目的を達成するための方向性について記載しています。 

Ｈ２５年度

の課題 
平成２５年度の課題について記載しています。 

『評価委員の意見』 

 

点検評価委員会議でいただいた、評価委員の意見を記載しています。 

 

教育委員会評価 
評価委員の意見を踏まえ、 

 教育委員会が評価しました。 

 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題１  尐人数指導等による学力向上 
（１）確かな学力向上のための取組みの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１］尐人数指導推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算： １１３，８２９千円 決算： １１１，１３３千円） 

目  的 

尐人数指導（１学級を３０人以下の児童又は生徒で編制する等の指導形態を

いう。）により、より個に応じた指導を行うことによって、生徒指導の充実、

学力を向上させるよう努めます。 

事業内容 

小学校１５名、中学校１３名の尐人数指導特別教員を配置し、小・中学校の

尐人数指導を推進しています。 

   

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

福岡県や他の市町村でも講師を任用しており、よりよい人材を確保するため

には、労働環境等の更なる整備が必要です。 

人材確保の面で、退職教員の活用も行うが、若者の雇用の場も広げる必要が

あります。 

 

【課題等への取り組み】 

県費任用の講師に準ずる労働環境を整備し、よりよい人材を確保するように

努めています。若年講師を積極的に任用しています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

尐人数指導の実施により、きめ細かな指導が充実することで、基礎・基本の

学力の定着が図られるとともに、問題行動も減尐し、落ち着いた学校生活が送

れるようになりました。４月に実施したＮＲＴ学力テストでは、学力平均偏差

値が昨年に比べ１.２ポイント上昇し、県平均まで０.２ポイントまでせまって

いる等、成果は上がっています。また、全国学力・学習状況調査の結果では、

児童生徒の自尊感情も高くなっており、学力向上の兆しが見えています。 

嘉麻市教育センター主催の研修会の実施や退職校長を指導主事として任用

し、若年講師の指導にあたるなど、講師の指導力向上に努めました。 

今後の 

方向性 

 小・中学校全学年３０人以下の児童生徒で編成する等の指導形態による尐人

数指導を実施し、生活面での落ち着きが学力向上につながるよう、今後も個に

応じた指導を充実させ、嘉麻市の平均正答率を毎年１ポイント上昇させ、県平

均を上回れるように努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 尐人数指導の実施により、市費による若年の尐人数指導特別教員が多くなっ

ており、授業力・指導技術の向上を図るための取り組みが必要となります。 

『評価委員の意見』 

・尐人数学級での学力向上は評価できる。 

 

 

 

教育委員会評価 Ａ 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題１  尐人数指導等による学力向上 
（１）確かな学力向上のための取組みの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[２］学校提案型学力向上事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ３，６００千円 決算：   ３，３９３千円） 

目  的 
学校提案による教育課程外の事業を実施することにより、各学校・地域等の

活性化を図り、学力を向上させるよう努めます。 

事業内容 
学校提案による個に応じた学力向上モデル事業、学校外補習学習推進事業、

学校創意工夫事業を小学校１０校、中学校５校で実施しました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

全国学力・学習状況調査で、嘉麻市の平均正答率は福岡県平均より低く、基

礎学力が、定着していない児童生徒が多く見られます。そのため、学力定着度

に応じた事業を実施するなど、児童生徒の実態に応じた取り組みを継続して行

う必要があります。 

【課題等への取り組み】 

 対象校を１３校から１５校に増やし、学校外補習学習等の学力向上事業を実

施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

学校提案型学力向上事業の対象校を１３校から１５校に増やし、夏季、冬季

休業中や放課後に、卒業生や地域ボランティアによる補習学習を行いました。

小学校では基礎・基本の習熟を図り、中学校では３年生を対象に進路実現を目

指した補習学習を行いました。基礎・基本の定着が図られる一方、学生ボラン

ティア等から学習の仕方や心構えを聞くことにより、受験を迎える生徒たちの

学習意欲の喚起につながりました。 

また、宿泊合宿を行い、自然体験や社会体験活動等を通して、学力・体力の

向上及び学習意欲の形成を目指す教育活動を行いました。 

今後の 

方向性 

学校提案による、「個に応じた学力向上モデル事業」、「学校外補習学習推進

事業」、「学校創意工夫事業」を通して、嘉麻市の児童生徒の学力向上に努めま

す。 

また、基礎学力の定着だけでなく、個々の学力定着度に合わせた取り組みを

行うことで、市全体での学力向上の機運を盛り上げていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 全国学力・学習状況調査で、嘉麻市の平均正答率は福岡県平均より低く、基

礎学力が定着していない児童生徒が多く見られます。そのため、学力定着度に

応じた事業を実施するなど、児童生徒の実態に応じた取り組みを継続して行う

必要があります。 

『評価委員の意見』 

・補修学習期間を終了した後も、継続的な取組みを考えてほしい。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題１  尐人数指導等による学力向上 
（１）確かな学力向上のための取組みの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[３］研究指定校補助事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  ２，１００千円 決算：   ２，０１２千円） 

目  的 
研究指定事業を通して、教職員の実践的指導力の向上を図るとともに、一人

一人の資質の向上に向けた研修等への参加支援体制の整備を図ります。 

事業内容 
 研究指定校を２ヵ年事業として、毎年小学校２校、中学校２校を委嘱し、２

年次に研究発表を行いました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 校内研究を計画的・継続的に行い、発表会後は継続的・発展的に進めていく

必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

 教育センターに指導主事が配置されたことにより、指導主事を活用した授業

改善や校内研究の活性化が図られました。また、校内研究が活性化され、研究

発表を行うことで教職員の実践的指導力の向上が図られました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

教育センターに指導主事が配置されたことにより、指導主事を活用した授業

改善や校内研究の活性化が図られました。 

校内研究が活性化され、研究発表を行うことで教職員の実践的指導力の向上

が図られました。 

今後の 

方向性 

 発表会後の学校へ、引き続き校内研修による授業改善の意識が高まるように

働きかけを行うよう、促していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 発表会後の学校へ、教育論文の提出を求め、指導主事派遣を要望するよう促

します。 

『評価委員の意見』 

・研修の積み重ねが、教職員の指導力を高める第一歩だと思います。 

 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題１  尐人数指導等による学力向上 
（１）確かな学力向上のための取組みの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[４］学力検証事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ６，２４０千円 決算：   ５，８７２千円） 

目  的 

児童生徒の実態を把握・分析し、課題を明らかにして学校内の組織的な取り

組みの改善を図り、自ら学び考えるなどの確かな学力を育む教育の充実を図る

ことです。 

事業内容 
 学力実態調査を実施し、嘉麻市内の児童生徒の実態を把握し、分析を行いま

した。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

学力実態調査から課題を整理し、学期ごとに取り組みの評価を行い、全小・

中学校において、次への改善に繋いでいくことが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

 学力実態調査を市内のすべての小・中学校で実施しました。また、分析ツー

ルの活用についての教務主任研修会を実施し、各学校の学力実態の分析を行い

ました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

嘉麻市の平均点は福岡県の平均点を下回っており、今後も組織的、継続的な

取り組みが必要です。しかし、学力実態調査から課題を整理し、学期ごとに取

り組みの評価を行い、次への改善に繋いでいる学校が増え、学力向上に向けた

組織的な取り組みが見られました。 

「家庭学習のすすめ」を各家庭に配布し、家庭学習の定着を図りました。 

今後の 

方向性 

 継続的に、児童生徒の実態や学力を正確に把握・分析し、課題を明らかにし

て学校内の組織的な取り組みの改善を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

 学力実態調査から課題を整理し、学期ごとに取り組みの評価を行い、全小・

中学校において、次への改善に繋いでいくことが必要です。 

『評価委員の意見』 

・検証後の取組みを行うことは、必要なことである。 

 

 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（１）個性や能力を伸ばす教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[５］特別支援教育総合推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：    ２，２７０千円 決算：   ２，２７０千円） 

目  的 
保育所（園）・幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけ

る特別支援教育を総合的に推進することです。 

事業内容 
特別支援教育連携協議会の開催、巡回相談の実施等、発達障がいを含む障が

いのある幼児児童生徒を支援しています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

子どもの教育や就学についての専門的な知識を持ち、連絡・調整、情報収集

等を行う職員の配置や、子どもの成長記録や生活の様子、指導内容に関するあ

らゆる情報を記録し、必要に応じて関係機関が共有できる相談支援ファイル等

の作成が必要です。 

【課題等への取り組み】 

 早期支援コーディネーター（臨床心理士）の配置、関係機関が情報を共有で

きる相談支援ファイルを作成し、平成 25 年度から活用予定です。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

教育委員会、健康課、こども育成課が連携していくことで、就学前から中学

校までの段差のない、教育活動が展開されるようになりつつあります。 

早期支援コーディネーター（臨床心理士）の配置、関係機関が情報を共有で

きる相談支援ファイルの作成、リーフレットを全戸配布し、特別支援教育の啓

発を行う等、早期からの支援体制構築に取り組んでいます。  

また、巡回相談を実施し、専門的な指導助言を受けることで、よりきめの細

かい指導が行われるようになってきています。 

今後の 

方向性 

小･中学校だけでなく、就学前においても巡回相談を実施していきます。 

嘉麻市特別支援教育研修会を実施したり、リーフレットを活用したりして、

特別支援教育の基礎的な理解を図るとともに、特別支援教育についての啓発を

行っていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 早期からの支援体制構築のためには、相談支援ファイルの活用、関係機関の

連携、特別支援教育の啓発が必要であり、特別支援教育連携協議会を中心に、

支援体制の構築を進めます。 

『評価委員の意見』 

・学校教育課、健康課、こども育成課が連携して、早期からの取組みを行っていることは、

大変評価できる。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（１）個性や能力を伸ばす教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[６］補助教員配置事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  ５５，８１２千円 決算：  ５４，１１８千円） 

目  的 
特別支援教育充実のための補助教員、介助員、支援員を配置し、一人一人の

ニーズに応じた教育条件の整備を図ります。 

事業内容 
特別支援教育補助教員１５名、特別支援学級介助員２名、特別支援学級支援

員１１名を配置し、一人一人のニーズに応じた特別支援教育を行いました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

特別支援教育についての専門的な研修を実施することにより、支援計画をも

とにした計画的・組織的な取り組みを実施することが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

嘉麻市教育センターが実施する特別支援教育の研修会に、補助教員、介助員、

支援員が参加することにより、専門的指導や支援ができるよう取り組んでいま

す。また、県が実施する研修会にも積極的に参加するよう指導しています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

障がいのある児童生徒の支援、通常学級において特別支援が必要な児童生

徒の支援、病気のため、日常生活の見守りが必要な児童の支援のために、補助

教員１５名、介助員２名、支援員１１名を配置し、子ども一人一人のニーズに

応じた教育支援を実施しました。 

教育センターが実施する特別支援教育研修会に教職員が参加することで、専

門的な指導や支援が実施できるよう取り組んでいます。 

今後の 

方向性 

早い時期に特別支援教育の研修会を実施し、基礎的な理解を図るとともに、

支援計画の作成、実施、評価について、学校訪問等で個別の指導を行っていき

ます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 特別支援教育についての専門的な研修を継続して実施することにより、支援

計画にそった計画的・組織的な取り組みを実施し、評価していくことが必要で

す。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（２）社会の変化に対応する教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[７］英語コミュニケーション能力の育成事業 
（学校教育課：教務係） 

（予算：  ２２，２６５千円 決算：  ２２，２６５千円） 

目  的 
言語や文化についての体験的に理解を深め、英語によるコミュニケーション

能力を養い国際感覚を身に付けさせることです。 

事業内容 

国際的な共通語として英語によるコミュニケーション能力の育成や文化に

ついての体験的理解を深めることを目的として、外国語指導助手（ＡＬＴ）の

活用による外国語活動の充実を図ります。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

各中学校区に配置しているＡＬＴを活用することにより、教職員の指導力向

上を図り、児童生徒のコミュニケーション能力の育成を図る必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

 各中学校区に配置しているＡＬＴを活用し、教職員の指導力向上を図りまし

た。また、小学校教員を対象に、研修会を実施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

ＡＬＴを各中学校区に１名配置し、小･中学校における外国語教育の充実を

図ることができました。また、小学校教員を対象に、嘉麻市独自の研修会を実

施し、外国語活動の充実に向けた指導力の向上を図ることができました。 

外国語教育を更に充実させるため、平成 25 年度からはＡＬＴを業務委託か

ら労働者派遣に変更することにより、ＴＴ（チームティーチング）による授業

が行えるよう契約方法の変更を行いました。 

今後の 

方向性 

英語によるコミュニケーション能力の育成や文化についての体験的理解を

深めるため、外国語教育の更なる充実、教職員の指導力向上のための取り組み

を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

 教員とＡＬＴが共同で授業を行うことにより、児童生徒のコミュニケーショ

ン能力の育成を図るとともに、教職員の指導力向上に取り組む必要がありま

す。 

『評価委員の意見』 

・大変重要な事業であり、小学生から英語になれる取組みが必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（２）社会の変化に対応する教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[８］情報教育推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ６，２１２千円 決算：   ６，２１２千円） 

目  的 
児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的

かつ適切に活用できるようにするため、情報教育の充実を図ります。 

事業内容 
教育センターに情報教育推進教員１名、ＩＣＴ支援員１名を配置し、児童生

徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成、情報モラル教育を行いました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

問題解決に向けた追求活動を行うためには自分で調べ、情報収集を行うこと

が必要です。そのためＩＣＴを活用した、授業改善が必要となります。 

 

【課題等への取り組み】 

 情報教育推進教員１名、ＩＣＴ支援員１名配置し、ＩＣＴを活用した授業改

善、校務の電算化を推進しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

ＩＣＴ支援員の配置により、各学校の情報教育の充実に向けたサポート体制

を整備し、通知表等の校務の電算化を推進し、学校ホームページを整備しまし

た。また、児童生徒用のノートパソコンや電子黒板、地デジ化テレビの整備に

より、情報機器を活用した授業実践や研究を実施しています。 

今後の 

方向性 

新学習指導要領に対応した情報機器の活用や情報モラル等の授業を行い、教

員の情報活用能力の向上を図っていきます。また、各学校への情報教育の授業

者として関わりを深め、全校の情報化サポート体制を検証していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 問題解決的な学習の中で、調べ活動及び表現活動にＩＣＴを活用した学習の

構築を進めるよう促します。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 

 

 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（２）社会の変化に対応する教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[９］情報教育施設整備事業（学校教育課：庶務係） 
（予算： ５１，７６１千円 決算： ５１，６５３千円） 

目  的 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的かつ適切に

活用できるように、情報教育を行なうための情報機器の整備・維持管理を図り

ます。 

事業内容 

市内小、中、高等学校（18 校）のＰＣ教室のパソコンリース及び保守並び

に教育用ＰＣ(388 台)及び校務用ＰＣ(274 台)の保守を行い、情報教育の充実

を図ります。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 ・ＰＣ教室を始めとする情報機器の利用状況を把握し、利用が低い学校につ

いてはヒアリングを行い、原因を解決する必要があります。 

【課題等への取り組み】 

・情報機器の利用状況については、特に電子黒板の利用状況ヒアリングを行

い、学校でのより一層の活用推進を行いました。 

また、城山校についてはＰＣ教室内のＰＣリプレイス（31 台）を行い、より

高度な情報教育に対応できる環境の整備を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

平成 22 年度に、教育用ＰＣ及び校務用ＰＣを整備し、国の基準である児童、

生徒 3.6 人/１台を満たしています。 

常に快適な環境でＰＣを利用できるよう定期的な点検を行っています。 

城山校においては、ＰＣ教室内のＰＣリプレイスを行い情報教育の環境整備

を行っています。 

校務用ＰＣについては、１クラス 30 人学級が施行され、教職員数の増加に

伴い不足が生じており、古いＰＣで対応していますが、作動性の問題やサポー

ト終了（WindowsXP 等）の問題等への対応が必要です。 

今後の 

方向性 

ＩＣＴを活用した授業の充実を図るために、必要に応じて情報機器の整備を図

ります。 

校務用ＰＣの配置数について、基準を設け、不足分の解消に努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 嘉穂地区小、中学校、ＰＣ教室内のＰＣがリプレイス時期になっています。

また、嘉穂小学校の開校に伴う調整も必要となり、校務用ＰＣ等の移設を行う

にあたり、授業に支障の無い最適な方法及び時期について検討する必要があり

ます。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（３）信頼される教員の確保と研修の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[１０］嘉麻市教育センター研修推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  個別予算なし   決算：  個別予算なし  ） 

目  的 

教育センターを中心に、市の課題に応じた教職員及び教育研究団体等の教育

研究を奨励するとともに、若年層の指導技術向上、教職員の資質向上に努めま

す。 

事業内容 
教職員研修、授業充実研修、専門研修の実施、校内研修における指導助言を

行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

若年者に対する研修内容、方法、時期、機会の更なる充実が必要です。学力

向上の核となる、学力向上コーディネーター、学年主任の育成が必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

 教育センター指導主事を中心に、教職員研修、授業充実研修、専門研修を実

施し、教職員の授業力向上に努めました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

教育センターに指導主事を配置し、教職員研修の充実に努めました。指導主

事の活用により、計画的・継続的な授業改善に取り組むことができています。  

尐人数指導特別教員等の市費負担講師の増加、定数欠等の県費負担講師も増

加しており、若年の講師が増えています。講師を対象とした研修も実施してお

り、今年の教員採用試験では 16 名が合格するなど、研修の成果が出ています。 

今後の 

方向性 

公開授業の日程を集約し、積極的に学校訪問を行い指導しました。また、５

年経過未満の教員の授業力向上に向けた、指導を行っていきます。 

教育センターに指導主事を配置し、教職員研修はすべて教育センターで実施

します。 

Ｈ２５年度

の課題 

 本年も若年者に対する研修内容、方法、時期、機会の更なる充実が必要です。

また、学力向上の核となる、教務主任研修を臨時で数回行う等、授業力向上の

取り組みが必要です。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 

 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（３）信頼される教員の確保と研修の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[１１］教職員人事配置事業（学校教育課：教務係） 
（予算： 個別予算なし     決算： 個別予算なし  ） 

目  的 

教職員の交流を図り、人事の適正化を進めます。また、地域の実態を踏まえ、

学校間格差をなくす人事配置を実施します。さらに小・中学校連携の推進の観

点から小・中学校の人事交流を行っていきます。 

事業内容 
地域の実態を踏まえ、学校間格差をなくす人事配置を実施し、小・中学校の

人事交流を行いました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題など】 

平成 26 年度の嘉穂小学校開校に向け、教職員数が定数内となるような計画

的な人事配置が必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

嘉穂地区の小学校の統廃合を控えており、教職員数が定数内となるように、

地域の実態や年齢構成に配慮した人事配置を実施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

嘉穂地区の小学校の統廃合を控え、小学校の教職員が過員（定数を超える状

況）にならないよう、人事配置を実施しました。平成 26 年度の教員数が定数

内になるように配慮しながら、4名の教員を新規採用しました。地域の実態や

年齢構成に配慮した、学校間格差をなくす人事配置を実施しました。 

今後の 

方向性 

嘉穂地区小学校の統廃合により、平成 26 年度には小学校の教職員数が定数

を上回る状況になります。学校格差をなくす人事配置の実施とともに、教職員

数が定数内となるような計画的な人事配置が必要となります。 

嘉麻市外の学校に異動となる教職員が多く、指導力のある教職員を確保する

ためには、教職員研修を充実することにより、教職員の資質向上に努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 平成 26 年度の嘉穂小学校開校に向け、教職員数が定数内となるような計画

的な人事配置が必要です。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（４）安心して学べる学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１２］学校防犯体制整備事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ５，９１０千円 決算：   ５，９１０千円） 

目  的 児童生徒の安全管理のため、学校安全に関する取り組みの充実を図ります。 

事業内容 

学校支援員（警察ＯＢ）を配置し、警察等関係機関と連携して生徒指導上の

支援を行っています。地域学校安全推進員（スクールガードリーダー）による

校内の定期的な巡回や見守り、安全マップの作成、防犯メールの配信により、

学校の安全体制の整備充実を図りました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

全国で登下校中の児童生徒が、巻き込まれる事故が相次いでいます。通学路

の安全点検、危険箇所の改善要望等を行い、児童生徒が安全に登下校できるよ

う対策を講じる必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

警察、県土整備事務所、土木課と連携し、市内の通学路の安全点検を実施し

ました。学校支援員、スクールガードリーダー、地域ボランティによる通学路

での安全指導を実施し、交通事故の防止に努めました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

学校支援員、スクールガードリーダーの配置、防犯メールの全校実施により、

学校防犯体制の整備は進んでいます。学校支援員と警察等関係機関との連携に

より、迅速な生徒指導対応ができました。 

不審者事案が発生した場合は、学校支援員と警察が連携して、巡回等を行う

ことにより、深刻な事態に発展しないよう対応しています。 

警察、県土整備事務所、土木課と連携し、市内の通学路の安全点検を実施し

ました。 

今後の 

方向性 

生徒指導問題や不審者の増加など、防犯体制の更なる充実が必要であり、今

後も引続き学校安全に関する取り組みを継続します。また、防犯メールの普及

により、地域への防犯意識を深めていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 通学路の安全点検、危険箇所の改善要望の継続、安心メールにより、不審者

事案への早期対応を行うことにより、児童生徒が安全に登下校できるよう対策

を講じる必要があります。 

『評価委員の意見』 

・登下校時の事故防止には、地域社会の協力（登下校時の見守り等）が必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（４）安心して学べる学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１３］通学対策事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ３，８５８千円 決算：   ３，３４５千円） 

目  的 
学校の統廃合に伴い、遠距離通学することになった児童生徒の通学費の負担

を軽減します。 

事業内容 
学校の統廃合に伴い、遠距離通学することになった児童生徒の通学費の負担

を軽減するため、通学費の補助、スクールバスの運行を行っています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

遠距離通学する児童生徒の安全確保と保護者の通学費の負担を軽減するこ

とが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

バスの定期券の購入費用の補助、スクールバス運行による生徒の送迎を行っ

ています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

稲築西小学校、嘉穂中学校に通学する児童生徒のうち、遠距離通学している

児童生徒のバス定期券の購入費用の補助を行いました。また、嘉穂中学校でス

クールバスを運行し、遠距離通学となる生徒の送迎を行っています。 

 

今後の 

方向性 

嘉穂地区小学校の統廃合に伴い、遠距離通学となる児童の通学を支援するた

め、スクールバスの運行、通学費の補助を検討します。 

Ｈ２５年度

の課題 

 嘉穂小学校のスクールバスを平成 26 年度から運行予定であり、運行に関す

る事前準備が必要です。 

『評価委員の意見』 

・嘉穂小学校へ通う児童の通学路が、大幅に変更されるので、充分な対策の実施が必要であ

る。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 

 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（４）安心して学べる学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１４］学校施設維持管理事業（学校教育課：庶務係） 
（予算： １１１，１９９千円 決算： １０７，３１４千円） 
（繰越：   ８，２００千円       ８，０００千円） 

目  的 

すべての児童、生徒が安心・安全な環境において、生活（学習）できるよう

小中学校の補修、修繕、草刈等の環境整備を実施し、施設維持の管理を行いま

す。 

事業内容 

市内小、中学校 17 校（小学校 12 校、中学校 5校）の施設整備及び維持管理 

・施設修繕及び補修工事 

体育館照明取替（9校） 

上山田小学校駐車場整備工事 他 

・施設維持管理業務委託 

（草刈、清掃、樹木剪定、浄化槽維持管理等） 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・安心、安全な教育環境を維持するために、緊急性を要するものから、施設

の整備を行います。 

・市内小中学校において慢性的な駐車場不足が起こっています。そのため、

近隣住民とのトラブルや交通事故等が多発しており、駐車場の整備が必要で

す。 

【課題等への取り組み】 

・緊急性の高いものから施設整備を実施し、安全性の確保に努めています。 

・上山田小学校の駐車場整備を行い、当該学校周辺での違法駐車の解消に努

めました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

安心で安全な教育環境を整備するために必要な事業です。 

全校耐震化が完了し、今年度は、上山田小学校駐車場整備、体育館照明取替、

稲築西小学校廊下張替等を実施し教育環境の整備を行いました。 

引き続き安心、安全な環境整備を優先的に実施していきますが、経年务化に

よる修繕箇所の増加は著しく、今後は、計画的な大規模改修工事の施工が必要

となります。 

今後の 

方向性 

大規模改修工事のための調査、検討を行い、年次計画的に 1校ずつ実施しま

す。 

Ｈ２５年度

の課題 

自動車社会による、市内小中学校の慢性的な駐車場不足は解消できていませ

ん。近隣住民とのトラブルや交通事故等の防止のため、引き続き駐車場の整備

が必要です。 

大規模改修工事を計画的に実施していきます。 

『評価委員の意見』 

・評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

教育委員会評価 Ａ 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（４）安心して学べる学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１５］大隈城山校維持管理事業（学校教育課：庶務係） 
（予算：  １４，６２０千円 決算：  １２，４２０千円） 

※情報機器整備事業費を除く 

目  的 
すべての生徒が安心・安全な環境において、生活（学習）できるよう、校舎

等の適切な維持管理を行います。 

事業内容 大隈城山校の施設整備及び維持管理（建築年度：昭和 61 年度） 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・年次計画的に老朽化した施設の整備を実施します。 

【課題等への取り組み】 

・施設整備では、消防設備の補修等を行うとともに、清掃業務や浄化槽維持

管理業務等を適切に実施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

大隈城山校は、地域の高等教育機関の教育の場として大きな役割を果たして

います。今年度は消防設備の補修を行うなど、施設の整備を行いました。今後

も老朽化した施設の整備を継続的に実施し、安心、安全な教育環境の維持に努

めます。 

今後の 

方向性 

生徒が、快適な環境の中で落ち着いて学習に望めるように、安心、安全な教

育環境の整備を実施します。 

Ｈ２５年度

の課題 
 引き続き、年次計画的に老朽化した施設の整備が必要です。 

『評価委員の意見』 

・今後も、学校の存続を希望する。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題２ 個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（５）嘉穂小学校施設整備の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１６］嘉穂小学校開校準備審議会運営事業（嘉穂小学校開校準備室：小学校開校準備係） 

（予算： ２，２９６千円 決算： １，０５５千円） 

目  的 

嘉穂地区の５小学校（大隈小、宮野小、足白小、千手小、泉河内小）を１つに

統合し、新たに設置する嘉穂小学校の開校準備等について議論するために、Ｐ

ＴＡ及び地域代表者により構成される審議会を円滑に運営することです。 

事業内容 

平成２４年５月に次の３つの内容について諮問し、審議会において審議しま

した。 

[諮問第１号]通学対策の基本計画案について 

[諮問第２号]校章案及び校歌案について 

[諮問第３号]統合対象小学校の跡地の利活用案について 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

審議会運営のほか、通学対策準備委員会、跡地利活用意見交換会、閉校記念

式典準備委員会等、閉校又は開校に関し様々な事業の調整を行うこと 

【課題等への取り組み】 

通学対策について、通学対策準備委員会を設置し、通学路及びスクールバス

路線の協議を行い、校章校歌及び跡地利活用のアンケート調査の実施、統合対

象小学校区に閉校準備委員会を設置しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

小学校統合に関しては、市民と協働による手法で様々なことを決定していく

ことが、嘉麻市教育委員会の基本方針であり、審議会との協議は重要です。 

事業の効果については、通学路及びスクールバス路線の協議、校章及び校歌

の歌詞のアンケート調査、学校跡地利活用のアイディア募集を行うなど概ね期

待通りです。また、効率性についても、期待どおりの事務進捗でした。 

今後の 

方向性 

 通学対策の具体的な計画、跡地利活用、校章・校歌等について審議会で方向

性を決定し、開校のための最終調整をしていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

審議会運営のほか、通学対策準備委員会、跡地利活用意見交換会、閉校記念

式典準備委員会等、閉校又は開校に関し様々な事業の最終調整を行うことが課

題です。 

『評価委員の意見』 

・地域住民の意見を充分考慮され、また、その結果について住民に周知徹底されたことは、

大変評価できる。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題２ 個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（５）嘉穂小学校施設整備の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１７］ 嘉穂小学校建設事業（嘉穂小学校開校準備室：小学校建設係） 

（予算： 1,302,458 千円 決算： 900,099 千円） 

目  的 
 嘉穂地区にある５つの小学校を１つに統合し、新たに設置する嘉穂小学校の

具体的な整備を行うことです。 

事業内容 
・造成工事 

・小学校建設工事 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

造成、建設等の早期の工事契約及び円滑な工程監理並びに財源確保等が課題

です。 

【課題等への取り組み】 

 プール棟の建設が完了しました。また、造成工事を行いながら、建設工事を

着工しました。財源についても、国庫補助金・交付金等を申請しています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

 平成２６年４月の開校に向け施設整備はこの根幹となる大変重要な事業で

す。 

事業の効果については、プール棟が建設され、造成工事も着実に施工され、

建設工事を着工できたことは大きな成果だといえると思います。また、事業の

効率性については、期待どおりに進んでいます。 

今後の 

方向性 
 平成２６年４月開校に向け、造成工事及び建設工事を進めていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 
平成２５年度内に建設工事及びその他工事を完了させることが課題です。 

『評価委員の意見』 

 評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（６）地域に開かれた学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１８］学校関係者評価事業（学校教育課：教務係） 
（予算：     ７８５千円 決算：     ２９１千円） 

目  的 
教育活動等の成果の検証とその客観性・透明性の確保を通じて学校運営の改

善と発展を目指します。 

事業内容 
保護者、地域住民等の連携強化のために、学校関係者評価を全校で実施し、

評価結果を公表しています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

学校運営改善と発展を目指し、保護者、地域住民等の連携強化のために学校

関係者評価を全校で実施し、学校評価結果、改善策の公表を学校ＨＰで行う必

要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

学校関係者評価を全校で実施し、学校ＨＰで結果を公表しています。しかし、

学校ＨＰで公表を行っていない学校もあるため、今後はすべての学校で結果を

公表していきます。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

すべての学校で学校関係者評価の実施･公表・報告が行われましたが、公表

の方法や内容については更なる工夫が必要です。また、評価項目についても、

各学校の重点施策に併せた絞込みが必要です。 

今後の 

方向性 

年度初めにおける学校経営方針等の保護者等への周知や、学校関係者評価の

結果の公表について、ホームページを活用するなどの工夫が必要です。 

Ｈ２５年度

の課題 

 学校運営改善と発展を目指し、保護者、地域住民等の連携強化のために学校

関係者評価を全校で実施し、学校評価結果、改善策の公表を学校ＨＰで行う必

要があります。そのため、公表していない学校については、指導を行います。 

『評価委員の意見』 

 評価委員の意見は、ありませでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（６）地域に開かれた学校づくりの推進 

事業名 
(予算・決算) 

[１９］学校開放事務事業（学校教育課：庶務係） 
（予算： 個別予算なし 千円 決算：個別予算なし 千円） 

目  的 
生涯学習社会における、文化、スポーツ等の地域活動の場として、学校施設

を開放することにより地域住民の生涯学習の推進を図ります。 

事業内容 
学校教育に支障のない限りにおいて、市内小、中学校１７校（小学校１２校、

中学校５校）の体育館及び運動場等の施設を開放します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 ・学校施設は管理人等がいないため、施設の破損等の際の責任の所在を確認

することが困難です。また、施設破損等の発見が遅れるため、修繕等の対

応が遅くなります。 

【課題等への取り組み】 

・学校終了後の貸し出しとなるため、施設を開放した翌日に点検を行うよう努

めました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性   ○  

【自己評価の根拠】 

市内の社会体育施設（主に体育館）の利用は平日の夜間利用に集中するため、

継続した運動機会を確保するためにも、学校施設の開放は非常に効果が高いも

のであります。 

しかしながら、現在の申請受付から許可書発行までは、手続きが煩雑で許可

書発行までに時間を要する為、許可書発行の簡素化が必要です。 

今後の 

方向性 

生涯スポーツの推進に寄与するため、学校教育に支障のない限りにおいて

は、継続して施設の開放を行っていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 
 申請受付の簡素化を検討します。 

『評価委員の意見』 

・開放中の安全確認等は、必要であると思われる。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（７）小中連携教育への取組み 

事業名 
(予算・決算) 

[２０］小中学校連携・一貫教育研究事業（学校教育課：教務係） 
（予算： 個別予算なし    決算：  個別予算なし  ） 

目  的 

研究開発校や構造改革特区における小中一貫教育の取り組みの成果を踏ま

え、カリキュラム区分の弾力化など、小中学校間の連携・接続を改善するため

の仕組みについて種々の観点に配慮しつつ、十分に研究していきます。また、

小中学校間の教職員の人事交流や共同研究、小中連携した学力向上の取り組

み、生徒指導の連携などを図ります。 

事業内容 
小中間の教職員の人事交流や共同研究を通して、小中連携を推進していま

す。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 小中学校が協力し、初等教育（一般の小学校で行われている教育）と前期中

等教育（一般の中学校で行われている教育）の課程を調整し、小学校と中学校

がより連携しやすい環境作りをするため、小中連携教育等基本方針策定の準備

を進めます。 

 

【課題等への取り組み】 

小中間の教職員の人事交流を実施し、小中連携に向けた各中学校区での取り

組みの推進を図るようにしました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

小中間の教職員の人事交流を実施しました。 

嘉麻市を４つのブロックに分け、小中連携に取り組む組織作りを行い、授業

内容の連携を通して、小中連携教育を推進していきます。 

今後の 

方向性 

小中連携教育や小中一貫教育のあり方について、嘉麻市教育委員会としての

基本的な考え方や、方策を取りまとめる必要があります。 

Ｈ２５年度

の課題 

 先進地視察等を通して、小中連携に取り組む組織作りを行い、授業内容の連

携を通して、更なる小中連携教育を推進する必要があります。 

『評価委員の意見』 

・中一ギャップの解消のために、大切な事業であるので、事業の促進をお願いする。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（８）教育の機会均等の促進 

事業名 
(予算・決算) 

[２１］就学援助事業（学校教育課：教務係） 
（予算： ７７，９２１千円   決算： ７６，５８３千円 ） 

目  的 

学校教育法第 19 条に、「経済的理由によって、就学困難と認められる学齢児

童又は学齢生徒の保護者に対しては、市町村は、必要な援助を与えなければな

らない。」と規定されており、経済的理由により就学困難な児童生徒及び特別

支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し、教育費の一部を負担します。 

事業内容 
経済的理由により就学困難な児童生徒及び特別支援学級に在籍する児童生

徒の保護者に対し、教育費の一部を負担します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

嘉麻市内には、経済的理由により就学が困難な児童生徒が、約４割在籍して

おり、該当児童生徒の把握、適正な支援が必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

就学援助システムを導入し、認定基準の見直しを行いました。 

広報紙、児童生徒へのチラシの配布等により、就学援助の申請時期等を周知

することにより、援助の必要な保護者に申請を促しています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

経済的理由により、就学困難な児童生徒及び特別支援学級に在籍する児童生

徒の保護者に対し、学用品費、給食費、修学旅行費等の教育費の一部を負担し

ています。就学援助事業につきましては、広報紙、チラシ等を配布することで、

周知しています。 

今後の 

方向性 

生活保護基準の見直しも行われており、就学援助につきましても、支援の必

要な家庭に必要な支援を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

 生活保護基準の見直し（保護費の減額）が行われるため、近隣市町村の状況

を確認しながら認定基準を検討します。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（８）教育の機会均等の促進 

事業名 
(予算・決算) 

[２２］奨学金事業（学校教育課：庶務係） 
（予算：  ２３，２３２千円 決算：  ２２，４７９千円） 

目  的 
嘉麻市独自の奨学金制度により、高等学校や大学等に進学、就学するための

奨学金を貸し付け、経済的理由による、就学困難者の軽減を図ります。 

事業内容 

 

・嘉麻市奨学資金貸付及び返還に関する業務 

（貸与中の人数： 50 人） 

(返還中の人数：178 人) 

 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・滞納者に対し督促等を随時行い、滞納を未然に防ぐとともに、納付相談等を

実施し、滞納者や滞納額の増加を抑制する必要があります。 

【課題等への取り組み】 

・滞納者に対し、督促状の発送や、電話督促を行うとともに、納付誓約書を提

出させた。 

・口座振替制度を推進し、返還金徴収の向上に努めた。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

奨学金制度を広報に掲載するとともに、中学校、高等学校に周知を行いまし

た。 

また、奨学生の情報管理が、電算化されたことにより、納付書の発送や収納

管理など、事務の効率化が図れました。 

督促状発送等の滞納対策により、嘉麻市奨学金返還の収納率は、平成 23 年

度 50.3%に対し、平成 24年度 52.1%と約 2ポイント上昇しました。 

今後の 

方向性 

幅広く奨学資金貸付事業の周知を行い、経済的な理由により、就学が困難な

家庭の支援を引き続き実施します。また、滞納者に対する対応を検討し、返還

金徴収の向上に努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 
督促等を随時行い、更なる徴収率向上に努めます。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題２  個性又は能力を育成する学校教育の充実 
（８）教育の機会均等の促進 

事業名 
(予算・決算) 

[２３］幼稚園就園奨励費支給事務事業（学校教育課：庶務係） 
（予算：  ３５，９０８千円 決算：  ３５，３９０千円） 

目  的 

幼稚園教育の一層の普及充実を図るため、幼稚園に就園させている世帯に対

し、保護者の所得状況に応じて、保育料等の支払の経済的負担の軽減を図りま

す。また、普及を図るため、広報等により情報を発信します。 

事業内容 
私立幼稚園の設置者が、当該幼稚園に在園する保護者に対して保育料の減免 

措置を行った額を補助しています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

国の施策であり、国の補助基準額に基づき、補助を実施しています。国から

の補助率は１/３であるため、補助基準額や申請者数が増加することにより市

の負担額が増加します。 

 

【課題等への取り組み】 

 国の基準により、補助金の交付を実施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

 

【自己評価の根拠】 

 国の補助基準に基づき、速やかに補助金の交付事務を実施することができま

した。 

今後の 

方向性 

この制度は、保護者の経済的な負担の軽減を図り、公立、私立幼稚園の保護

者負担の格差を是正することを目的とした国庫補助制度であり、子育て支援の

施策として、今後も継続的に実施します。 

Ｈ２５年度

の課題 

国の施策であり、国の補助基準額に基づき、補助を実施しています。国から

の補助率は１/３であるため、補助基準額や申請者数が増加することにより市

の負担額が増加します。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（１）道徳性と自立心を養う心の教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２４］道徳教育推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  個別予算なし   決算：  個別予算なし  ） 

目  的 

学校における道徳の時間の充実を図るとともに、家庭や地域社会との連携を

図りながら、豊かな自然・社会体験を通して児童生徒の内面に根差した道徳性

の育成を図ります。 

事業内容 
学校における道徳の時間の充実を図るとともに、家庭や地域社会との連携を

図ります。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 新学習指導要領に即した道徳の学習の時間が、適切に実施、充実するように、

指導・助言を繰返し行っていく必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

市内小・中学校において、道徳教育副読本の整備を行い、道徳教育副読本を

活用した授業が行われています。また、市内小・中学校で道徳の学習時間の授

業参観を実施しています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

市内小・中学校において、道徳教育副読本の整備を行い、道徳教育副読本を

活用した授業を行うことにより、道徳教育の充実に努めました。また、市内小・

中学校で道徳の学習時間の授業参観を実施しています。 

今後の 

方向性 

学校における道徳の時間を充実させるため、今年から「規範意識」と「セル

フイメージ」の向上に視点を置きながら進めていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

道徳の時間を適切に実施、充実するよう、各学校に規範意識が育った子ども

の姿を３点示し、各学校でそれに近づけるよう促すなど、指導・助言を繰り返

し行っていく必要があります。 

『評価委員の意見』 

・教育委員会だけではなく、嘉麻市全体として取組みを行うべきである。 

・小中学校における真の道徳教育の強化を望む。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（１）道徳性と自立心を養う心の教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２５］キャリア教育推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：     １７９千円 決算：     １７９千円） 

目  的 
家庭や地域と連携して、職業・職場体験活動等を行い、児童生徒一人一人の

キャリア発達を支援し、望ましい勤労観、職業観を育てます。 

事業内容 市内の中学校において、総合的な学習の時間の中で、職場体験を実施します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

校区内・市内の協力事業所を開拓し、実施することで、地域と連携した活動

にする必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

校区内・市内の協力事業所を開拓し、実施することで、地域と連携した活動

にする必要がありますが、市内に生徒を受け入れてくれる事業所が尐なく、地

域と連携した活動については課題が残っています。しかし、職場体験学習を市

内すべての中学校で実施しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

職場体験学習（２日～３日）を市内の全中学校で実施し、生徒の職業観や進

路選択に向けた意識に変容がみられるなど、期待通りの効果が上がっていま

す。一方、体験場所の校区内・市内での掘起しにはまだ検討の余地があり、地

域とのつながりがまだ薄い状況です。 

今後の 

方向性 

生徒自らが体験場所を探し、交渉して実施するなど、自分の力で探究してい

く力を付けていくような学習になるようにしていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

協力事業所との打ち合わせ会、指導内容、職場体験日数の検討などに取り組

むことが必要です。 

『評価委員の意見』 

・職場体験学習のシステムづくりの確立が必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 

 

 

 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     

- 37 - 

○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（１）道徳性と自立心を養う心の教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２６］ボランティア活動推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  個別予算なし   決算：  個別予算なし  ） 

目  的 

家庭や地域社会と連携して、児童生徒が他の人々や社会のために役立つとと

もに自分が価値のある存在であることを実感し、よりよく生きるための道徳的

実践力の育成を図ります。 

事業内容 市内全小中学校において、ボランティア活動を計画的に実施します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

各学校においてボランティア活動が定着してきており、今後は地域や家庭の

協力を得るなど、地域社会と連動した活動にしていく必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

各学校のボランティア活動の様子を、家庭や地域に積極的に発信しており、

地域社会と連動した活動になるよう取り組んでいます。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

地域の清掃活動、河川清掃、赤十字活動等、各学校の特色を活かしたボラン

ティア活動を実施しており、各学校においてボランティア活動が定着してきて

います。 

今後の 

方向性 
地域社会の活動と連動したボランティア活動の実施を推進していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

 各学校においてボランティア活動が定着してきており、今後は地域や家庭の

協力を得るなど、地域社会と連動した活動にしていく必要があります。 

『評価委員の意見』 

・道徳性や自立性の育成にも必要であり、是非とも推進したい事業である。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（２）健やかな心身をはぐくむ健康教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２７］学校保健事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  ２５，１４８千円 決算：  ２３，４７３千円） 

目  的 

家庭、地域及び関係機関等の連携・協力により、児童生徒及び教職員の心身

両面にわたる健康管理の徹底を図ります。また、事故、加害行為、災害等によ

り、児童生徒に危険又は危害が生じた場合の対処として、災害共済に加入しま

す。 

事業内容 

児童生徒、教職員の健康診断を実施。市内の小中学校に学校医、学校歯科医、

学校薬剤師を配置し、児童生徒の保健、安全に関する指導を行いました。また、

各学校において学校保健・安全に関する年間計画を作成し、適切に実施するよ

う指導助言を行います。 

災害共済加入手続きや給付金の支払い業務を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

法令に則り、児童生徒及び教職員の心身両面にわたる健康管理の徹底を図り

ます。 

 

【課題等への取り組み】 

要精密検査対象者の医療機関受診奨励等を行い、児童生徒及び教職員の心身

両面にわたる健康管理の徹底を図りました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

児童生徒、教職員の健康診断を実施。市内の小中学校に学校医、学校歯科医、

学校薬剤師を配置し、児童生徒の保健、安全に関する指導を行いました。また、

各学校において学校保健・安全に関する年間計画を作成し、適切に実施するよ

う指導助言を行います。 

災害共済加入手続きや給付金の支払い業務を行いました。 

今後の 

方向性 
法令により実施しているものであり、今後も引続き実施していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

法令に則り、児童生徒及び教職員の心身両面にわたる健康管理の徹底を図り

ます。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（２）健やかな心身をはぐくむ健康教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２８］学校給食運営事業   （学校教育課：学校給食係） 
（予算：２６１，９７７千円 決算：２５５，５９４千円） 

目  的 

嘉麻市内小中学校で完全給食を行い、学校給食における衛生管理の徹底を図

るとともに、魅力ある学校給食の充実に努めます。また、「食育」に関する授

業の実施で、「食事の重要性」等を身に付ける教育を支援します。 

事業内容 

嘉麻市内全小中学校において、完全給食を実施しています。衛生管理の徹底

を図るために、施設の改修及び調理員を対象とした衛生管理研修を実施してい

ます。 

食育に関しては、「食育の日」、「食育月間」はもとより、年間を通して、学

校毎に実態に応じた取り組みを行っています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・地産地消を継続推進し、利用率の向上を目指します。 

・日本の伝統食（伝統料理）などをメニューに入れて、日本の食文化を学習

する機会を設けます。 

【課題等への取り組み】 

・地元直売所を活用し、地場産の利用率向上に努めました。 

・郷土料理の日を実施し、福岡をはじめとする郷土料理を提供するとともに、

毎月のファイバーの日において、きんぴらや切り干し大根等、日本の食文化

に根ざした料理を提供しました。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

年間給食回数１８５回を基準に実施し、１日約３，６００食の調理提供を行い

ました。 

地産地消の推進に関しては、例年同様に地元直売所を通じ地場産の購入に努め、

地場産利用率は 26.31％で前年度に比べ 5.14 ポイント上昇しました。 

今後の 

方向性 

学校給食法第４条、義務教育諸学校の設置者の任務であり、これに基づく学

校給食施設の維持管理及び給食の実施を継続していきます。 

 安全・安心な給食の提供、食育の充実を図り、併せて地産地消を推進します。 

Ｈ２５年度

の課題 

安全・安心な給食の提供を行うため、保健所等による衛生管理立ち入り調査

にて指摘された事項について、確実に対応する必要があります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（２）健やかな心身をはぐくむ健康教育の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[２９］学校給食費算定及び収納事業 （学校教育課：学校給食係） 
（予算：５４８千円 決算：４１８千円） 

目  的 

学校給食費は、賄材料費の購入に要する経費のみを保護者負担としており、

安全・安心な食材の購入等を行うための算定を行います。 

また、受益者負担の公平性を確保するために、徴収業務を行います。 

事業内容 

栄養バランスのとれた食材の購入ができるよう予算管理を行っています。 

また、受益者負担の公平性を確保するために給食費徴収業務を行っていま

す。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・保護者の公平な給食費負担を目指し、収納率の向上に努めます。 

【課題等への取り組み】 

・収納率向上への取り組みとして、未納通知や催告書を発送するとともに、

訪問による徴収も実施しました。高額未納者に対しては、納付誓約書や児童

手当からの引去りの同意書を提出させ、分割納付や児童手当からの引去りを

実施しています。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

未納通知の発送、訪問徴収等、収納率向上への取り組みを実施しました。 

現年度（Ｈ24）の徴収率は、97.66％で前年度に比べ△0.06 ポイント、過年度の

収納率は 19.14％で前年度に比べ△3.63 ポイントと共に下降しました。 

 

今後の 

方向性 
引き続き、受益者負担の公平性を図るため、徴収業務を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 
保護者の公平な給食費負担を目指し、更なる収納率向上に努めます。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（３）家庭・地域・学校における読書活動推進 

事業名 
(予算・決算) 

[３０］読書活動推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  ３２，６７７千円 決算：  ３０，９５４千円） 

目  的 

児童生徒の学習や読書意欲を高めるため、市立図書館や嘉麻市学校図書館協

議会等との連携を図りながら、学校図書館の整備や図書司書機能の充実に努め

るとともに、組織的、継続的な読書活動の推進に努めます。 

事業内容 

図書館の管理運営、図書教育の指導補助、図書の受け入れ、貸し出し業務、

書架の整理、廃棄業務、教科用図書関係事務等を行うため、図書司書 13 名を

配置し、学校図書館の整備、充実を図っています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

図書館の整備や読書活動の充実が図られるようになっており、朝読書や読み

聞かせ等の読書活動を組織的、継続的に推進していく必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

嘉穂地区小学校が統合後は、各小中学校に図書司書が配置できる人数を確保

できました。各学校において、学校図書館の整備や図書司書機能の充実に努め

ています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

嘉穂地区小学校が統合後は、各小中学校に図書司書が配置できる人数を確保

できたことにより、学校図書館の整備状況や読書活動が不十分であった学校に

おいて、図書館の整備や読書活動の充実が図られるようになりました。朝読書

や読み聞かせ等の読書活動を行うなど、組織的、継続的な読書活動の推進に努

めています。 

図書の蔵書数が、文科省の学校図書館標準蔵書数に満たない学校があったた

め、すべての学校で蔵書数が充足するよう図書の購入を行いました。 

今後の 

方向性 

すべての学校に図書司書を配置し、図書館教育担当教諭や司書教諭と連携し

ながら効率的・機能的な図書館運営を推進します。 

Ｈ２５年度

の課題 

 図書館の整備や読書活動の充実が図られるようになっており、朝読書や読み

聞かせ等の読書活動を組織的、継続的に推進していく必要があります。 

『評価委員の意見』 

・読書は、学力と密接な関係にあるので、図書司書の増員は、大変評価できる。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（４）いじめ・不登校問題等の解決に向けた体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３１］適応指導教室（れすとぴあ）推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ４，４３７千円 決算：   ３，９７７千円） 

目  的 

心理的又は情緒的理由により登校できない状態にある児童生徒の学校復帰

を支援し、不登校児童生徒数の減尐に取り組みます。教育相談、体験学習、教

科学習、集団生活への適応指導、学校生活及び社会生活に適応できるための助

言、援助を行います。 

事業内容 
教育相談、体験学習、教科学習、集団生活への適応指導、学校生活及び社会

生活に適応できるための助言、援助を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 学校と教育センターが連携し、不登校傾向の児童生徒への早期対応、不登校

の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒数を減尐させるこ

とが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

不登校傾向、不登校の児童生徒の学校復帰を支援するため、集団生活への適

応指導、教育相談等を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

適応指導教室に 3名の適応指導教室指導員兼相談員を配置し、適応指導、教

科学習、教育相談等を行いました。平成 24年度は適応指導教室（れすとぴあ）

に 13 名の児童生徒が在籍し、そのうち 3 名が学校に復帰しました。中学 3年

生は 7名在籍しており、学校復帰はならなかったものの、適応指導教室での教

科学習等の指導の結果、全員が高校に進学しています。 

 

今後の 

方向性 

学校と教育センターが連携し、不登校傾向の児童生徒への早期対応、不登校

の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒数を減尐させるこ

とが必要です。 

Ｈ２５年度

の課題 

 特別支援学級在籍生徒への対応、高等学校へ進学するための学力保障等のため、

適応指導教室において、専門的知識のある職員の配置等、指導員の増員が必要で

す。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（４）いじめ・不登校問題等の解決に向けた体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３２］教育相談推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ４，４３７千円 決算：   ３，９７７千円） 

目  的 

いじめや不登校、暴力行為などの問題行動を起こした児童生徒に対して、専

門的な知識や経験を有するスクールカウンセラーがカウンセリング行い、スク

ールソーシャルワーカーが中心となって関係機関と連携をとりながら問題解

決にあたります。 

事業内容 

嘉麻市教育センターにスクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカ

ーを配置し、不登校等の未然防止に向けて支援を行います。また、必要に応じ

て、保護者や教員等の教育相談を実施します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 学校と教育センターが連携し、不登校傾向の児童生徒への早期対応、不登校

の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒数を減尐させるこ

とが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

スクールカウンセラーによる教育相談、スクールソーシャルワーカーによる

関係機関との連携により、いじめ・不登校の解消、未然防止に取り組みました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

教育センターにおける教育相談件数は 36 件。その他、学校からの要請を受

け、児童生徒や教職員を対象に教育相談を行っています。いじめ・不登校への

対応については、学校だけでは対応が難しい場合もあり、スクールソーシャル

ワーカーを中心として、児童相談所やこども育成課等の関係機関と協力しなが

ら、問題解決に当たっています。 

今後の 

方向性 

学校と教育センターが連携し、不登校傾向の児童生徒への早期対応、不登校

の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒数を減尐させるこ

とが必要です。 

Ｈ２５年度

の課題 

 いじめ・不登校の問題は、年々複雑になっており、専門的知識をもった職員の

助言等が必要となっています。教育相談についての組織的な体制を整え、学校を

支援していくことが必要です。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（４）いじめ・不登校問題等の解決に向けた体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３３］ひきこもり訪問指導員配置事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   ７，２７７千円 決算：   ７，２７７千円） 

目  的 

家庭にひきこもりがちな不登校児童生徒に対して、児童生徒の抱える心の問

題を理解し、積極的に取り組む意欲を有する訪問指導員を派遣し、ひきこもり

がちな児童生徒やその保護者等の悩みや不安を解消し、適応指導教室への通級

及び学校復帰を支援します。 

事業内容 
不登校及び不登校傾向の児童生徒宅を訪問し、適応指導教室への通級及び学

校復帰を支援します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 学校と教育センターが連携し、不登校傾向の児童生徒への早期対応、不登校

の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒数を減尐させるこ

とが必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

ひきこもり訪問指導員を 3名配置し、家庭訪問等を行うことで、適応指導教

室への通級及び学校復帰を支援しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

ひきこもり訪問指導員を 3名配置し、家庭訪問等を行うことで、適応指導教

室への通級及び学校復帰を支援しました。 

適応指導教室への通級、学校復帰者の増加、欠席日数の減尐等、不登校解消

に向けての成果は出ています。平成 23 年度までは増加傾向にあった不登校児

童生徒数は、平成 23年度が 119 名、平成 24 年度が 109 名と減尐に転じました。 

今後の 

方向性 

今後とも学校と教育センターが更なる連携をし、不登校傾向の児童生徒への

早期対応、不登校の解消･改善に取り組み、年々増加している不登校児童生徒

数を減尐させることが必要です。 

Ｈ２５年度

の課題 

 平成 24 年度に不登校児童生徒数が減尐に転じており、1 名増員した指導員

を有効活用し、不登校解消の取り組みを今後も組織的に行う必要があります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（５）家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３４］地域教育資源活用事業（学校教育課：教務係） 
（予算：   １，０６３千円 決算：     ９２９千円） 

目  的 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、各学校の創意を生かした教育課程を編成し、

地域社会の現状を踏まえ、児童生徒の学習に協力することのできる地域の人材

や施設を生かし、教育活動を行います。 

事業内容 

専門的な知識や経験を持っている人から話を聞いたり、技術を見せてもらっ

たりする体験は、子どもたちの学びを深める上で、たいへん効果的であり、地

域の人材を外部講師として招き、農業体験や物づくり指導を推進します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

人材バンクの積極的な活用を啓発することで、ゲストティーチャー等の地域教

育資源を活用した学習を推進する必要があります。 

 

【課題等への取り組み】 

市内の学校に人材バンクの積極的な活用を啓発することにより、各学校の特

色にあわせた外部講師を招き、教育活動を行っています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

専門的な知識や経験を持っている人から話を聞いたり、技術を見せてもらっ

たりする体験は、子どもたちの学びを深める上で、たいへん効果的であり、地

域の人材を外部講師として招き、農業体験や物づくり指導を受けるなどの、地

域教育資源を活用した教育活動を展開しています。 

今後の 

方向性 

新学習指導要領の趣旨に沿った総合的な学習の時間の年間指導計画の見直

し、及びゲストティーチャーの活用計画の作成、実施、評価を行うよう促しま

す。 

Ｈ２５年度

の課題 

 人材バンクの積極的な活用を啓発することで、ゲストティーチャー等の地域教

育資源を活用した学習を推進する必要があります。 

『評価委員の意見』 

・指導者の育成や掘り越こしが必要である。 

・学校の授業とは違う環境、指導者で学習することの重要性を認識させることが大切である。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（５）家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３５］ 学社連携融合事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算：  １６千円  決算：  １６千円） 

目  的 
地域の教育力を活用するとともに、学校教育との相互連携を図り、地域全体

で子どもを育てるため、学校教育・社会教育の相互連携を図ります。 

事業内容 
学校と地域と家庭が一堂に介し、子どもたちについて意見交換を行うための

会議の開催、事業の必要性や意識の向上を目指した研修会を開催します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 本事業に対し、学校との間で認識の違いがあるため引き続き研修会並びに合

同会議を開催し、考え方・方向性を合わせ、学校行事や生活科・総合的な学習

の時間等において、人材バンクや生涯学習施設等を活用して学習を計画的に行

う必要があります。 

【課題等への取り組み】 

全市及び各地区で、学校と地域と家庭が一同に介し研修会や会議を行いまし

た。そこで出た課題や取り組みについて、今後とも継続的に協議を行い、学校

と地域と家庭が共通の意識を持ち取り組みます。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

青尐年を取り巻く環境が日々変わる今こそ、学校と地域と家庭が共に子ども

の健全育成に取り組むことが必要不可欠だと考えます。そのために、社会教育

係としてパイプ役としてコーディネートをしています。 

効果も尐しずつ出てきており、地域が考える学校への協力についての意識が

変わりつつあります。 

しかし、意見交換を行うにあたり、より意義があるものにするための工夫、

行政が主体的に動かず、地域主体で実施できるよう取り組んでいく必要があり

ます。 

今後の 

方向性 

今後とも学校・地域・家庭が共に連携できるよう様々な意見交換の場の設置、

その内容の周知徹底、共同事業の支援などを取り組んでいきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

学校・地域・家庭ともに、意見交換を行うものの、課題の取り組みなどにつ

いて、具体的な役割分担までは、できていない現況です。 

『評価委員の意見』 

・人材不足の解決策の一つとして、在籍する児童、生徒の関連する人の活用。 

・団体の課題などの取り組み方法等を指導してほしい。 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（５）家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３６］ 家庭教育支援事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： ３５１千円  決算： ２６４千円） 

目  的 
乳幼児から思春期の子どもを持つ保護者に対し、さまざまな学習の機会や情

報を提供することで家庭の教育力の向上を図ります。 

事業内容 
子育て支援講座、親子がふれあえるミニプレーパーク事業、学校等へ家庭教

育に関する情報提供、地域における家庭教育新事業を実施します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

子育て家庭の孤立防止のため地域への意識啓発と、その支援体制の整備が必

要です。 

【課題等への取り組み】 

子育て中の保護者に対し、育児ストレスの解消や子どものふれあいの充実を

目指した講座やプレーパーク事業を実施しました。また、それに関わった参加

者等が気軽に集まり、意見交換ができるように同窓会などを実施しました。 

その中で、子育てボランティアの育成を目指し、様々な事業に協力いただけ

るよう、周知徹底しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性   ○  

【自己評価の根拠】  

 子どもの学力向上や健全育成には、基本的生活習慣の確立は、必要不可欠で

あり、そのためには、家庭の教育力向上は急務であります。そのための情報提

供や講座の実施し、非常に多くの市民の方々に対し、家庭教育支援を行うこと

ができました。 

 しかし、男性の参加が尐ない、子育てボランティア不足など課題が残りまし

た。事業内容などを考え、更に効率性を高めていきたいと思います。 

今後の 

方向性 

 ＰＴＡと連携し、家庭全体の教育力向上の努めるとともに、男性が参加しや

すい事業となるよう事業の工夫を行ない、男性自体の家庭教育力向上を図って

いく必要があります。 

Ｈ２５年度

の課題 

家庭教育支援事業における様々な事業へ、男性の参加が尐ない状況です。 

また、事業自体にボランティアの関わりが尐なく、行政が主体的に実施して

います。 

『評価委員の意見』 

・男性が参加しやすい時間の設定等環境づくりが必要である。 

・子育てボランティアについては、誰も参加できるような環境づくりが必要である。 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題３  豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進 
（５）家庭・地域の教育力を高める支援体制の充実 

事業名 
(予算・決算) 

[３７］ 青尐年健全育成事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： ４，２７５千円  決算： ３，９５５千円） 

目  的 
青尐年の健全育成のための啓発活動並びに関係機関との連携・協力を図り、

青尐年の非行防止に努めます。 

事業内容 

・嘉麻市尐年相談センターを設置し、関係機関と連携しながら尐年並びに保護

者等からの相談に対応しています。 

・尐年補導委員を委嘱し、街頭指導等を実施しました。 

また、補導委員の資質向上のための研修会の実施、補導委員による青パト巡

回の燃料支援など、補導活動の充実のための支援を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 平成 24・25 年度に委嘱する尐年補導委員の定数（中堅層の確保）、地区割り

等を嘉麻警察署と引続き協議する必要があります。 

【課題等への取り組み】 

2 ヵ年の委嘱期間であるため、24 年度については嘉麻警察署との協議に留ま

りました。25 年度は、中堅層の補導委員の発掘や嘉麻警察署の補導委員協議

会との併合についての協議を行うよう申し合わせをしています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】  

 青尐年の健全育成と非行の未然防止には、尐年相談センターや補導委員の活

動は不可欠です。しかし、尐年相談センターの市民の認知度が低く、また相談

に対する体制が十分ではありません。 

 事業自体についても、補導委員 48 名だけでは、嘉麻市全体を見守ることが

できず、地域全体で取り組むことが必要であると思います。補導委員を中心に

その活動を地域の方々に理解いただき、共に取り組むための環境整備を行って

いく必要があります。 

今後の 

方向性 

 尐年相談センター及び補導委員活動を市民全体に理解いただき、嘉麻市全体

で子どもの健全育成に取り組めるよう、環境整備を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

尐年相談センター、補導委員の認知度不足。また、補導委員の中堅層の確保

について、嘉麻警察署や補導委員と協議が必要です。 

『評価委員の意見』 

・重要な事業であり、事業の推進を期待する。 

・尐年センター等の活動について、住民への広報が必要である。 

・巡回方法等に工夫が必要である。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（1）生涯学習関係機関、団体との連携・協力体制の整備 

 

 

 

事業名 
(予算・決算) 

[３８］ 社会教育関係団体等育成事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： ３４ 千円  決算： 1 千円） 

目  的 
社会教育関係団体等の育成とその活動の充実に努めるため、各社会教育関係

団体等の自立支援及び人材（指導者）の育成を行います。 

事業内容 

行政協力を目的に設立された社会教育関係団体をはじめ、各種の関係団体が

自主的な会の運営や事業展開が図れるよう、指導助言等支援を行っています。

また、社会教育関係団体と連携し、お互いが役割分担を行うなど効率的に事業

を展開しています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 社会教育関係団体への加入促進のための活動が必要であります。 

【課題等への取り組み】 

社会教育関係団体を始めとする地域団体がお互いに助け合えるよう、嘉麻市

青尐年育成住民会議を中心に支援しました。また、学社連携融合事業の一環と

して、学校や家庭との意見交換ができる場を設定し、地域の団体と学校、家庭

が共に取り組み、互いが連携し助け合いを行い、団体の負担軽減に繋がるよう

に取り組みました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】  

 嘉麻市の地域づくり、教育力向上のためには、社会教育関係団体を始めとす

る地域の力が必要です。その活動が自主的かつ効率的に運営ができるよう支援

をしてまいりました。 

 継続的な支援のためには、行政のみならず、母体となる団体による支援が必

要であると思います。その母体となる団体と連携し、地域全体が効率的にかつ

継続的に活動できるよう取り組む必要があります。 

今後の 

方向性 

 様々な地域の団体で構成されている青尐年育成住民会議と連携し、地域の団

体が効果的に自主運営できるよう、支援を行っていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

社会教育関係団体を始めとする地域団体間の連携は、まだまだ不十分であ

り、互いの活動の負担軽減に繋がるよう連携が、より一層望まれます。 

『評価委員の意見』 

・努力されていると思う。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（１）生涯学習関係機関、団体との連携・協力体制の整備 

 

 

 

事業名 
(予算・決算) 

[３９］社会教育関係団体活性化補助事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： ５，４３１千円   決算： ５，４２６千円） 

目  的 
市民が自主的に活動でき、生涯学習の推進や住民主体の地域づくりを促進に

努めます。 

事業内容 

団体の申請に基づき、稲築吹奏楽団、市青尐年育成住民会議、憶良まつり短

歌会、いなつき山笠実行委員会、民俗的伝統行事保存団体３団体（碓井地区：

飯田地蔵祭り、西郷奉納すもう、上臼井神楽まつり）、市子ども会指導者連合

会、嘉麻市文化協会、市ＰＴＡ連合会の１０団体に補助金を交付します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 団体指導者の養成が必要です。各団体とも役員・理事の年齢層が上がり、世

代交代ができない状況が見受けられます。 

【課題等への取り組み】 

全ての団体とは言えないものの、団体の役員と意見交換を行い、補助金に関

するヒアリング、後継者育成の必要性などを伝えることができました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】  

 一部の社会教育関係団体とは、意見交換を行うことができたものの、全ての

団体に対しては行うことができませんでした。 

 交付要綱に則った補助金交付も含め、社会教育関係団体が、自主的に運営す

るための支援を今後とも行っていく必要があると考えます。 

 

今後の 

方向性 

 社会教育関係団体との繋がりを強化し、活動の活性化、自主運営の推進など

に取り組んでいくことで、地域住民による地域づくりを進めていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

各団体ともに団体の活動目的に沿った活動を行っているものの、全体的に連

携し、嘉麻市全体の地域づくりには、十分に寄与できていないと考えます。 

『評価委員の意見』 

・補助金の交付について、広く住民へ周知すべきである。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

 

 

 

 

事業名 
(予算・決算) 

[４０］社会教育施設整備事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算：６７，９７９千円   決算：６１，８６３千円） 

目  的 
社会教育施設が、市民の生涯学習の拠点の場となるよう、施設を運営（維持

管理）します。 

事業内容 

 所管施設の管理として、なつき文化ホール・嘉穂生涯学習センター夢サイト

かほ・上山田住民ホール・山田市民センター・下山田小学校白馬ホール・山田

生涯学習館の運営、維持管理を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

非常に老朽化が進んでいるため、耐震診断や施設の管理補修が必要となりま

す。また、管理を民間に委託しているため、設置者としての考え方や計画が伝

わりづらいと思われます。 

【課題等への取り組み】 

豪雤災害や猛暑などのために想定していない施設の修繕が必要となったも

のの、緊急的なものから計画を再編し、修繕を行いました。また、職員が定期

的に施設を訪問し、課題や意思の伝達などを行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】  

 その地域の方々が生涯学習を取り組めるよう、より快適な施設管理を望まれ

ます。しかし、施設の老朽化のため、施設運営以外に突発的な支出があり、計

画どおりに管理できないのが現状です。 

 しかし、担当職員が定期的に管理人と連絡を取り、尐しでも利用者が快適に

利用できるよう取り組んでいます。 

今後の 

方向性 

 施設利用者が快適に利用できるよう整備を図るとともに、学校や地域と連携

し、より多くの市民の方が利用できるよう周知徹底を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

より多くの市民の方々に施設のことを知っていただき、利用いただけるよ

う、施設における事業の実施が必要と考えます。 

『評価委員の意見』 

・住民にとって、重要な施設であり、運営管理の推進を期待する。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

 

 

事業名 
(予算・決算) 

[４１］ボランティア人材バンク事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： ４３  千円   決算： ０ 千円） 

目  的 

知識、技能、資格等を有する人に人材バンクに登録してもらい、生涯学習活

動支援や地域づくりに貢献いただきます。 

事業内容 

市民の生涯学習活動を支援するために、仕事や趣味などを通じて身につけた知

識・技術・資格等を有する人に名簿登録していただき、学校や地域のあらゆる

活動場面で、その培った経験、技術等を活かし地域に還元する「知の循環型社

会」の構築を目的としています。なお、社会教育係に配置されている地域活動

指導員が人材の発掘、ボランティア活用依頼先とのコーディネートを行いま

す。 登録者数 370 名 114 団体    派遣者数 124 回 402 名 

対象者数 10,347 名（人材バンク事業で係わった人数） 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 現在、登録者の大半が高齢者であり、若年層への周知と新たな人材の発掘が

必要です。 

【課題等への取り組み】 

子どもたちが集まる、社会教育事業の中で人材バンクの活動風景が分かる掲

示物、人材バンク通信の回覧などを行い、人材バンクの周知を図りました。 

また、各地域活動指導員を中心に人材バンクの登録や活用の宣伝を行ってい

ます。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】  

 地域の方々の教育力向上、子どもたち等へのより内容が深い学習の提供な

ど、地域の方々が有されている知識や特技を活かすことは必要です。 

 学校や地域の派遣回数は、非常に多いものの地域により偏りが生じます。ま

だまだ周知が十分にできておらず、子ども会や敬老会などの地域活動の支援を

行うものとして、活用しやすい人材バンクづくりを目指していきます。 

今後の 

方向性 

 より多くの方々が活躍し、活用できるような人材バンクにすることで、地域

全体の教育力の向上を目指します。 

Ｈ２５年度

の課題 

学校や地域への派遣が、まだまだ地域により差異があり、より積極的な周知

活動が必要であると思われます。 

『評価委員の意見』 

・活動の場が多いと思われるので、内容の充実が不可欠である。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

 

 

事業名 
(予算・決算) 

[４２］生涯学習推進事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算：３０，５４２千円  決算：２９，７２１千円） 

目  的 
職員及び地域活動指導員の資質向上や市民ニーズを活かし、生涯学習の推進

を図るとともに生涯学習施設を運営（維持管理）します。 

事業内容 

社会教育委員会議及び課内会議等の開催。職員、地域活動指導員の研修会や

社会教育主事の養成など関係職員の資質向上に努め、また所管施設の管理とし

て、なつき文化ホール・嘉穂生涯学習センター夢サイトかほ・上山田住民ホー

ル・山田市民センター・下山田小学校白馬ホール・山田生涯学習館の運営を行

います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

生涯学習振興計画策定に向けた各係事業の調整と、耐震診断など施設整備の

計画が必要です。 

【課題等への取り組み】 

生涯学習振興計画策定については、各係で基本計画の整備を進めている状況

であります。また、施設の整備については、施設の統廃合・廃止等、生涯学習

課の考えとして市民の生涯学習推進と活動、成果の発表の場であることから存

続の方向で取り組んでいます。また老朽化した施設についても計画的に設備の

整備を行っています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

この事業は、社会教育関係職員の資質の向上に関する研修会等は計画どおり

に実施しました。また、施設についても市民の立場で整備に努めました。 

今後の 

方向性 

継続して関係職員の資質の向上に努め、教育アクションプランに連動した事

業展開を行っていきます。所管施設についても、市民が活発に生涯学習を展開

できるよう整備に努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 

職員数適正化計画により、各課の職員数が削減される中、社会教育に精通し

た人材の育成を行うことで、嘉麻市の社会教育の向上を目指します。 

『評価委員の意見』 

・職員及び地域活動指導員の研修等の実施をお願いする。 

・住民が利用しやすい施設づくりが必要である。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

 

事業名 
(予算・決算) 

[４３］青尐年体験活動推進事業（生涯学習課：社会教育係） 
（予算： １，２８０千円   決算：１，０６９千円） 

目  的 

子どもたちの体験活動を通して、生きる力や表現力の向上、また基本的な生

活の確立を目指します。 

事業内容 

実行委員会と連携し実施している『通学合宿事業』、小学生が題材に沿って

エッセイを書く『わたしのエッセイ事業』、次世代のリーダーの育成を図る『ジ

ュニアリーダー研修会』など、子どもの体験活動を中心に実施しました。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

 事業で連携している社会教育関係団体の人材不足が課題です。地域の方々に

事業への参画を依頼し、人材の確保を強化します。 

【課題等への取り組み】 

 事業を団体と連携し実施していくうえで、一個人に負担がかからないように

心掛け、団体の方への理解を求めました。また、より多くの方が事業に関われ

るよう行政が主体的に行うのではなく、協議を何度も重ねながら実施すること

ができました。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】  

 子どもたちへの体験活動については、生活体験や野外体験などを実施するこ

とができました。その中で、行政が主体的に行うのではなく、地域の方々が子

どもたちと関わることで、より効果的な事業を実施することができました。 

 

今後の 

方向性 

 現在行っている子ども体験事業を、行政主体から地域主体へ移行することに

より、地域の子どもは地域で育てるという意識の向上を図り、より多くの子ど

もたちが健全に成長できるように取り組みます。 

Ｈ２５年度

の課題 

行政が主体的に事業計画を立てるのではなく、子どもたちに必要な体験活動

を地域、学校、家庭と共に考え、共に実施していくことが必要です。 

『評価委員の意見』 

・中学生を対象とした体験活動が必要であると考える。 

・人材確保につながる事業や講座の実施が必要である。 

・意識の向上や責任感の養成に大変有意義な事業である。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４４］公民館・分館等の連携強化推進事業 
（生涯学習課：中央公民館係） 

（予算：９，０７４千円 決算：８，７１４千円） 

目  的 
各地区公民館の利用者が安心して気持ちよく学習等が行われるよう、また、

地域の拠点として機能するよう、施設の維持管理を行います。 

事業内容 

分館及び自治公民館の情報共有と協同を図るとともに、将来の嘉麻市公民館

像など意見交換等討論する場を確保しながら、共通理解を深め、地域間の交流

が活発に行われることで、地域間の差異の改善に努めます。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

経年务化により補修等必要な施設について、優先的に改修工事等を行いつつ

安心して利用できるよう改修計画を策定するとともに、公民館組織体系の見直

しと活動等の支援を行いながら、地域の活性化を図る必要があります。 

【課題等への取り組み】 

稲築地区公民館、下山田分館、鴨生第一公民館等の修繕や改修工事を行うと

ともに、情報の共有や協同を図るための意見交換等討論する場として研修会を

開催しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

地域のコミュニティの核である公民館は、行政と住民とのふれあいの場であ

り、様々な支援を行いながら住民の生涯学習や諸活動を支えることで、将来の

人づくり、協働のまちづくりにつながり、地域活性化が図られていきます。 

このことからも、情報の共有と協同を図るために、研修会など意見交換等討

論する場の確保に努め、地域間の差異の改善を図りつつ、地域コミュニティを

構築に努めていきます。また、施設の老朽化等による改修も同時に、他の施設

との調整を図りながら計画的に実施していきます。 

今後の 

方向性 

公民館は生涯学習、地域コミュニティの拠点としての機能・役割があること

からも、組織強化を図るとともに、定期的な会議の開催と公民館事業の周知徹

底に努めながら、地域間の差異の改善を図り、地域コミュニティの構築に努め

ていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

各地区の実情により情報の共有や、協同が図られるまでには至っていないの

が現状であることからも、嘉麻市に似合った基本方針を明確にし、共通認識と

共通理解を深めながら、公民館組織強化を図っていく必要があります。 

『評価委員の意見』 

・公民館の格差是正が必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４５］分館及び自治公民館等活動費補助事業 
（生涯学習課：中央公民館係） 

（予算：１４，２８５千円 決算：１４，０１７千円） 

目  的 
分館及び自治公民館への各種補助を行い、地域コミュニティの拠点づくりを

図ります。 

事業内容 

分館運営費補助金、自治公民館活動費補助金、自治公民館修繕料補助金、自

治公民館付属施設設置補助金を交付し、公正公平な学習の場が提供できるよう

地域コミュニティの拠点としての運営を支援します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

分館運営費補助金、自治公民館活動費補助金算出基準に不公平感があるとの 

要望から、見直しを行い統一した認識の下での事業展開を行い、地域活性化を

図ります。 

【課題等への取り組み】 

分館運営費補助金、自治公民館活動費補助金算出基準の見直しをはじめ、自

治公民館（公民館類似施設等）維持管理等修繕料補助の範囲の見直しを行いな

がら、運営や活動に対して支援を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

地域コミュニティの醸成は、地域住民の参画なしには考えられず、その活動

の拠点づくりのためには、支援は必要であると考えます。 

しかし、各種補助を行い、各地域が公民館活動に取り組んでいますが、地域

により活動の差異が生じているのは否めません。そのことを改善していくには

地元との十分な協議や理解がなくては進んでいかないのも事実であります。 

そのためにも、市として今後の嘉麻市のあり方についての方向性も明確にし

た上で、地元との協議に努めたいと考えます。 

今後の 

方向性 

公民館は生涯学習、地域コミュニティの拠点としての機能・役割があるため

継続した運営が必要であります。再認識はもちろんのこと、組織体系の統一化

を図ることで、一定の事業展開が行え、後継者育成を含めた人づくりやまちづ

くりに努めながら地域活性化につなげたいと考えます。 

Ｈ２５年度

の課題 

分館運営費、自治公民館活動費の補助金算出基準等の見直しを行うことは、

各地区の活動内容等に違いがあることから容易に調整できることではないと

考えています。そのためにも地域ごとの組織体系の現状を理解してもらうこと

で、総合的な組織改善が図られていくと考えます。 

『評価委員の意見』 

・地域間格差の是正、公平な運営を図ってほしい。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     

- 57 - 

○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４６］コミュニティ活動支援 
（生涯学習課：中央公民館係） 

（予算： ３０千円 決算： ２１千円） 

目  的 

地域と公民館の「協働」による公民館運営の視点から関係団体や公民館を支

える人たちと、公民館の新たな可能性を模索し、これからの公民館づくりを目

指すネットワークの構築を図ります。 

事業内容 

地域ぐるみで青尐年の健全育成に努めるとともに、地域のつながりを強め地

域力の向上を図ることを目的に行われる地域の伝統文化や、世代間交流事業等

の活動を支援します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

地域ぐるみで青尐年健全育成に努めるとともに、地域の大人も子どもと関わ

ることで互いにつながりが深まり、地域力の向上が図られるため、地域・学校・

行政の協働での事業の推進や子どもと地域の世代間交流の推進に努めます。 

【課題等への取り組み】 

公民館は高齢者が使用するイメージが固定化していることから、その脱却に

努めるとともに、青尐年健全育成を推進し次世代育成、後継者育成を図りなが

ら組織の強化を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

公民館運営には地域住民の参画なしには考えられず、現在の公民館を取り巻

く状況を考慮しても、ますますその重要性が取り上げられます。また、地域コ

ミュニティを構築していく上でも、公民館関係者及び職員の資質向上は必要不

可欠であります。 

ひろば事業をはじめとする青尐年健全育成事業は、地域・学校・行政の協働

で事業を推進していく必要があり、組織体制強化はもちろんのこと、統一した

認識の下での取り組みが図られなくてはならないと考えます。 

今後の 

方向性 

各地区で実施されている事業・活動を支援するとともに、地域ぐるみで活動

等を広げていきながら、地域コミュニティの再構築をはじめ地域力の向上を図

ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

嘉穂地区においては、小学校が廃校となる分館では、地域コミュニティの衰

退（低下）の歯止めの手段としても役立つ事業にしたいと取り組んでおり、そ

の支援や対策に対して指導・助言を行っていきます。 

『評価委員の意見』 

・自分たちの住んでいる地域のコミュニケーションを高める場として、継続する活力の充実、

強化が必要である。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（２）学習機会の提供及び学習成果の活用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４７］公民館事業 （生涯学習課：中央公民館係） 
（予算： ３，８７０千円 決算： ２，８２３千円） 

目  的 
地域住民の生活に根ざした教育・文化に関する各種の事業・講座を行い、住

民相互の交流と教養の向上、健康増進などを図り生きがいづくりを行います。 

事業内容 

中央公民館  ：成人式、公民館関係者研修会等 

嘉穂地区公民館：ときめき学習、ガーデニング講座、盆踊り講習会等 

碓井地区公民館：押し花講座、陶芸教室、盆踊り講習会等 

稲築地区公民館：エコ・リサイクル教室、そろばん教室、寺小屋いなつき等 

山田地区公民館：山田サルビア大学、３ちゃんグラウンドゴルフ大会等 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

地域住民のニーズを把握し、課題解決に向けた学習メニューの取り組みへと

見直しながら、公民館利用者の拡大、講座内容の拡充を図ります。 

【課題等への取り組み】 

講座内容、講座対象者、募集方法など的確にしたチラシを作成し、公民館は

高齢者が使用するといった固定化したイメージを取り除きながら、市民への周

知徹底に努めるとともに、地域活性化をはじめ、地域の架け橋となるべく役割

を果たすよう取り組みました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

 公民館講座をはじめとする各種事業は、生涯学習の一環であり、多様な学習

機会を提供することにより、個々に学ばれたことが市民参画という形で地域に

還元され、地域コミュニティの活性化につながると考えています。 

 また、大人限定の講座にとどまらず、夏休み期間等子どもを対象にした事業

を通して、世代間交流の場となり地域活性化につながるとともに、公民館利用

団体との連携した講座は、団体会員の高齢化、新規会員減尐に伴う組織の衰退

化を避ける意味でも一つの支援策となると考えています。 

今後の 

方向性 

地域住民のニーズを把握し、課題解決に向けた学習メニューの取り組みに答

えた講座かどうかを検証しながら、公民館利用者の拡大に努めます。 

Ｈ２５年度

の課題 

各種事業や講座を通してのふれあい、生涯学習の推進（住民主体での人づく

り・まちづくりの展開）を他の関係機関・部署と連携した事業の推進に努めま

す。 

『評価委員の意見』 

・講座内容は、充分検討されていると思うが、出席者の増大を計ることが、課題でありこれ

には、地域間の連携が重要であると思う。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（３）図書館の利用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４８］ 図書館施設管理運営事業 （生涯学習課：図書館係） 
（予算： ８９，６９９千円 決算： ８５，０８３千円） 

目  的 
図書館を適切に管理運営することにより、読書環境の整備・充実を図り、快

適かつ安心して利用する場を提供します。 

事業内容 

図書館職員又は受託業者が、施設、資料、システムを管理し、地域住民に応

じた資料提供サービスを行っています。 

・図書館施設の保守点検・清掃 

・図書館資料の選書、分担購入 

・移動図書館車の運行 

・図書館だよりの発行   等 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

嘉麻市の図書館に相応しい運営方法や組織体制の充実について、総合的に検

討を進める必要があります。現在の図書館システムが、導入時から年数が経過

していることから、新たなシステムへの更新を行う必要があります。 

他の３館に比べ規模の小さい稲築図書館について、充実を図るための方策を

検討する必要があります。 

【課題等への取り組み】 

 システム更新については、平成２５年度当初予算に必要な予算を計上し、業

者選考を含め計画的に実施していきます。稲築図書館については、稲築地区へ

の移動図書館車の運行拡大により、利便性の向上に努めました。平成２５年度

はさらに運行を増やす予定になっています。 

閲覧室の確保については、稲築地区公民館との複合施設であるため会議室が

限られており、継続して調整・検討を行っていきます。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

赤ちゃんからお年寄りまで、全ての嘉麻市民が利用できる図書館が身近にあ

ることで、「地域の知の拠点」となっています。 

貸出冊数及び利用者数は前年度に比べ図書館ごとに差はありますが、新たな

市民の利用が増えています。 

今後の 

方向性 
継続して図書館を適切に管理運営し、貸出冊数、登録者の増加を目指します。 

Ｈ２５年度

の課題 

図書司書の資質向上を図るとともに、図書館未利用者への積極的なＰＲに取

り組みます。図書館システムの更新について、安全かつ利便性の向上を目指し

新システムの構築を行います。 

『評価委員の意見』 

・図書館の利用率向上のための、事業の充実が必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（３）図書館の利用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[４９］ 読書活動推進事業   （生涯学習課：図書館係） 
（予算： ６５７千円 決算： ５９４千円） 

目  的 
おはなし会、読書講演会等を開催することによって、市民の読書活動を推進

し、図書館利用を促進します。 

事業内容 

赤ちゃんからお年寄りまで、様々な年代に対応した読書活動推進事業を実施

します。 

・おはなし会（乳幼児向け、児童向け） 

・ブックスタート 

・雑誌リサイクル市 

・読書講演会    等 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

子どもたちにはおはなし会等で本の楽しさを伝え、大人には読書の大切さを

感じてもらい、図書館の積極的な利用につながるように事業の充実を図る必要

があります。 

【課題等への取り組み】 

絵本の読み聞かせを中心として、科学あそびや工作など子どもたちが興味を

引くような事業を実施しました。美術館や子育て支援センター等他の機関との

連携協力を行い、利用促進を図りました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

読書活動は、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのでき

ないものであることに鑑み、各種事業を実施しています。これにより読書の楽

しさ、習慣づくり、必要な知識や教養の提供ができています。 

 

今後の 

方向性 
ＰＲの充実を図り、更なる読書活動推進事業の推進を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

平成２４年度に策定した、「嘉麻市子ども読書活動推進計画」に基づき、お

はなし会やブックスタート等の内容を充実させ、参加者の定着化や増加を目指

すとともに、図書館の利用促進を図ります。 

『評価委員の意見』 

・「おはなし会」は、地区を越えた参加者があり、大変良かった。 

・ブックスタート事業は、非常に大きな意味を持っており、今後も継続してほしい。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題４ 生涯学習の実現を目指す社会教育の推進 
（３）図書館の利用促進 

事業名 
(予算・決算) 

[５０］図書館ボランティア養成事業 （生涯学習課：図書館係） 
（予算： ９５千円 決算： ７０千円） 

目  的 図書ボランティアの養成、活動支援を行います。 

事業内容 

図書ボランティア連絡協議会の活動支援、ボランティア養成講座の開催、ボ

ランティアサークルによるおはなし会、学校での読み聞かせ等の活動支援を行

います。 

・嘉麻市図書ボランティア連絡協議会（総会、研修会、交流会） 

・ブックスタートボランティア養成講座、朗読ボランティア養成講座、図書ボ

ランティアサークルの支援、図書ボランティア主催のおはなし会への参加 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

ボランティア養成講座の開催が、確実にボランティアの人材育成につながる

ような受講者に対するフォローアップの取り組みが必要です。 

【課題等への取り組み】 

ブックスタートボランティア養成講座、朗読ボランティア養成講座を開催

し、図書ボランティアの養成、活動支援を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

読書推進を図る上で、ボランティアの協力は、必要不可欠です。ボランティ

アの協力を得ることによって、利用者の裾野を広げることができます。 

ボランティアの協力、活動を通じて世代間の交流もできており、充実した事

業が実施できています。 

 

今後の 

方向性 
市民の継続的な読書活動推進のため、事業を継続していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

新規のボランティア開拓を図り、既存ボランティアの資質向上を目指しま

す。 

『評価委員の意見』 

・ボランティアの養成をしてほしい。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（１）スポーツ推進計画の策定 

事業名 
(予算・決算) 

[５１］スポーツ推進計画の策定（生涯学習課：スポーツ振興係） 
（予算： ６，６２６千円 決算：  ０千円） 
 ※予算については、平成 25 年度へ繰越 

目  的 
本市のスポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために、スポ

ーツの推進に関する基本的な計画を策定します。 

事業内容 
スポーツ推進審議会に諮問し、平成２４・２５年度の２ヵ年で、計画の策定

を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

本市の実情に即したスポーツ推進計画を策定するため、実情を把握すること

です。 

 

【課題等への取り組み】 

住民アンケート調査等の各種調査とその分析を行い、実情を把握しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

嘉麻市のスポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基

本的な計画の策定であり、スポーツ政策の具体的な方向性を示す重要な指針と

なることから、必要性・効果・効率性それぞれ高いと考えます。 

平成２４年度の計画策定スケジュールも概ね達成しています。 

今後の 

方向性 
 各種調査を分析し、そこから得られた情報を審議会で審議します。 

Ｈ２５年度

の課題 
乳幼児から高齢者までの施策を構築することです。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

 

教育委員会評価 Ａ 



 

Ａ 期待通り、Ｂ 概ね期待通り、Ｃ 課題あり、Ｄ 事業の見直し要     
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（２）子どもの体力・運動能力向上の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[５２］ゴールデンエイジプロジェクト 
（生涯学習課：スポーツ振興係） 

（予算： ３，９９８千円 決算： ３，３９９千円） 

目  的 
徳島大学大学院 荒木秀夫教授のコオーディネーション理論に基づいた運

動指導で、豊かな感性、知性、運動をもった子どもたちを育みます。 

事業内容 
嘉麻市モデルといわれる０歳児から高校生までの脳と身体の発育・発達に応

じたプログラムを構築し広く普及させます。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

“嘉麻市モデル”の年代ごとの運動プログラムを公立保育所から実践し、各

年代に広く普及させるとともに、その効果を検証するために体力テストの実

施・分析が必要です。 

【課題等への取り組み】 

荒木教授と子ども育成課、NPO 法人との連絡調整を行いながら、公立保育所

での運動指導や保育所職員研修会を開催し、保育士のスキルアップと保育に関

する相談を実施しました。 

スポーツ推進委員と連携し親子で運動を行う「運動能力アップ親子塾」を開

催し、コオーディネーションの実践と知識の普及を行いました。 

広報誌で子どもの発育発達について荒木教授に執筆していただきました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

検証を行うために実施した体力測定（5 月、9 月、2 月に実施）の結果を荒

木教授に分析を依頼しました。すべての種目において全国平均を上回って、特

にコオーディネーション系（バランス・身のこなし）が高いという分析結果が

出ています。荒木先生によれば、豊かな感性、知性、運動を生み出すと言われ

ています。 

その検証は、広報 24 年 11 月号、25 年 6 月号に掲載しているとおり、体力

向上だけではなく情緒面、コミュニケーション能力、考える力等々に顕著に表

れています。 

また、北京オリンピック銅メダリスト朝原宣冶氏と荒木教授による“親子運

動教室”を実施し、科学的知識と実践法を指導していただきました。 

今後の 

方向性 

 嘉麻市モデル（プロジェクトＫ）は市内の全ての子どもたちが対象としてい

ますので、横と縦へコオーディネーショントレーニングを繋げていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 
私立保育園、幼稚園及び小学校へ繋げていくことが課題です。 

『評価委員の意見』 

・大変評価できる事業であるので、今後も継続して実施してほしい。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（２）子どもの体力・運動能力向上の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[５３］コーチングスキルアップ 
（生涯学習課課：スポーツ振興係） 

（予算：６００千円 決算：６００千円） 

目  的 スポーツ指導者の指導力向上を図ります。 

事業内容 
大学教授を講師に迎えてスポーツ指導者、スポーツ推進委員、保育所、教員

を対象とした研修会を実施します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

学校、ＰＴＡ、体育協会、スポーツ推進委員等と連携した取り組みを行う必

要があります。 

【課題等への取り組み】 

学校、保育所、スポーツ推進委員と連携して研修を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

脳や身体の発達に応じた運動を指導することが重要であり、そのためには、

科学的知識及び実践法を習得することが、重要であると考えます。 

なお、研修等を実施し、スポーツ指導者、保育士、教員の指導力向上も図っ

ていきます。 

今後の 

方向性 

 科学的に証明された、尐年尐女期の運動の重要性と危険性を広く指導者、市

民に啓発していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 
指導者講習会はもとより、保護者への啓発が課題です。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（３）スポーツ活動の活性化 

事業名 
(予算・決算) 

[５４］スポーツコミュニティ創造事業 
（生涯学習課:スポーツ振興係） 

（予算： 個別予算なし    決算： 個別予算なし   ） 

目  的 

市民が身近な場所で運動・スポーツに親しむことができる機会を提供し、ス

ポーツ人口の増加、健康増進を図るとともにスポーツによるコミュニティを創

造します。 

事業内容 

運動・スポーツ教室の開催及びサークル設立に向けた支援を行うとともに、

市民の誰もが身近で活動できる総合型地域スポーツクラブの育成及び設立の

支援を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

運動・スポーツに対しての市民ニーズを把握及び総合型地域スポーツクラブ

設立に向けたニーズの把握を行っていく必要があります。 

【課題等への取り組み】 

教室実施の際アンケート調査を行いました。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

市民がスポーツ活動を行える環境を整備することは必要であると考え、運

動･スポーツ教室終了後にアンケート調査を行い、市民ニーズの把握に努めま

した。既存の総合型地域スポーツクラブは自主的に運営・活動を行っており一

定の効果はあるものと判断できます。効率については、各総合型地域スポーツ

クラブが自主的に活動をしており効率は高いと考えられます。 

今後の 

方向性 

「運動能力アップ親子塾」でのアンケート調査の結果、子どもの運動能力、

コミュニケーション能力、考える力、情緒面等に大きな効果が表れている徳島

大学大学院荒木秀夫教授のコオーディネーション理論に基づいたスポーツク

ラブの要望が高いことから、設立に向けた取り組みを行っていきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

スポーツによるコミュニティづくり及び公立保育所での運動指導を行って

いる NPO 法人と連携し、総合型地域スポーツクラブの設立に向けて準備作業を

進める必要があります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（３）スポーツ活動の活性化 

事業名 
(予算・決算) 

[５５］体育施設管理運営事業（生涯学習課課：スポーツ振興係） 
（予算：１４１，２４１千円 決算：１３９，３３７千円） 

目  的 自主運動の場を提供し、市民の健康増進を図ることを目的としています 

事業内容 社会体育施設の管理・運営・整備を行いました。（２８施設） 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

住民のニーズを捉えて既存スポーツ施設の改善を図っていく必要がありま

す。また、利用率の低い施設の稼働率を上げていく必要があります。 

【課題等への取り組み】 

嘉穂総合体育館をフットサル対応の体育館に改修したことで、福岡県サッカ

ー協会とフットサル県リーグの招致活動を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

体育施設の管理・運営を行うことは、市民の健康増進、スポーツ活動の拠点

施設として、そして、スポーツによる多くの交流人口を生み出すものとして必

要性の高い事業です。 

特に、福岡県サッカー協会へフットサル県リーグの招致活動を行った結果、

県リーグの招致に成功し、さらに同協会のホームページに試合会場として載っ

たことで、市外からの利用者が増加し、稼働率も大幅に向上しました。 

今後の 

方向性 

老朽化した施設の年次的な修繕（リフォーム）するというこれまでの考え方

から、時代に合わなくなった施設の機能や性能を尐ない予算で時代の変化に合

わせて改修し、建設当初の目的と異なる施設にするという（リノベーション）

方向で施設の改修を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

施設の利用状況を勘案しながら、リノベーションという考え方を取り入れた

施設の管理運営を行うことや利用者から改善要望がある現行の施設予約につ

いての改善が課題です。 

『評価委員の意見』 

・各地区の施設については、リノベーションも視野に入れ、統廃合等を考える時期である。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（３）スポーツ活動の活性化 

事業名 
(予算・決算) 

[５６］スポーツ大会支援事業（生涯学習課：スポーツ振興係） 
（予算：７，６５４千円 決算：６，５５６千円） 

目  的 
各種大会、団体を補助することでスポーツの振興を図ることを目的としてい

ます。 

事業内容 
各種大会への補助金の支出と運営の補助を行うとともに、自主運営を行う体

育協会への補助金の支出を行っています。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

体育協会指導者の育成を図ってもらうとともにスポーツ人口の増加を図っ

てもらうよう協議していく必要があります。 

【課題等への取り組み】 

団体との協議を継続していきます。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

市外、県外から多くの参加者が訪れる各種大会を支援することは、交流人口

を生み出す効果があり、必要性は高いと考えられますが、「楽しく走ろう福岡

子ども駅伝 in かま」は、市内に子どもたちの参加が激減しています。また、

「嘉麻シティマラソン」については、参加者が減尐傾向にあります。 

体育協会への補助金の支出については、加盟競技団体の育成、スポーツの市

民への普及、市民総合体育大会の運営という観点から、事務の効率性は、高く

必要な事業と考えます。 

今後の 

方向性 
多くの市民が参加できるような大会運営を補助団体と検討していくきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

指導者の育成はもとより多くの市民が気軽に参加できるような大会やスポ

ーツ人口の増加を図る教室やイベントを補助団体と協議していく必要があり

ます。 

『評価委員の意見』 

・他課との連携を取りながら、市民の健康増進に努めてほしい。 

・市民が参加しやすい工夫をしてほしい。 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題５ 体力及び運動能力向上の推進 
（４）スポーツ大会の誘致 

事業名 
(予算・決算) 

[５７］スポーツ大会誘致事業（生涯学習課：スポーツ振興係） 
（予算：個別予算なし 決算：個別予算なし ） 

目  的 
九州大会、県大会等を招致し交流人口を創出することで、地域に経済効果と

住民に誇りをもたらします。 

事業内容 
各種団体等へはたらきかけ、県大会レベル以上の大会を嘉麻市で開催しま

す。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

フットサル福岡県リーグの誘致は行えましたが、来られた方たちの宿泊施設

と食事を摂る場所がありません。 

【課題等への取り組み】 

産業振興課との協議を行う等、課題の共有を行いました。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

テコンドーの交流大会（九州各県、中国、関西、関東から参加）、福岡県大

会の招致に続き、フットサル県リーグ（2 部、3 部、女子）の招致に成功しま

した。福岡県サッカー協会のホームページに試合会場として載ったことで、市

外からの利用者が増加し、稼働率も大幅に向上しました。 

今後の 

方向性 

フットサルの県１部リーグの招致活動に取り組み、市民に「見るスポーツ」

を提供するとともに、大会が開催されていることの周知を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

大会等を招致し多くの交流人口を創出したときの課題は、飲食の不便さがあ

ります。飲食の提供についての協議を関係各課及び団体と協議を行う必要があ

ります。 

『評価委員の意見』 

・宿泊施設等の問題は、嘉麻市全体の課題であり、他課と連携をして取組まなければならな

いと考える。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題６  人権尊重精神を育成する教育の推進 
（１）人権・同和教育推進事業 

事業名 
(予算・決算) 

[５８］人権・同和教育推進事業（学校教育課：教務係） 
（予算：  個別予算なし    決算： 個別予算なし   ） 

目  的 

福岡県人権教育・啓発基本指針及び嘉麻市人権教育・啓発基本指針に基づき、

学校教育活動全体を通して、児童生徒が共生の心を身につけるとともに、自分

らしさや能力を十分に発揮し、人権問題を主体的に解決していく力を身につけ

ることができるよう指導していきます。 

事業内容 学校における人権教育の時間の充実を図ります。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

人権課題の解決に向け、児童生徒が自分で「感じ、考え、行動する」主体的・

実践的な行動をとることができるよう、人権教育の推進を図っていく必要があ

ります。 

【課題等への取り組み】 

人権意識等を育み、人権課題の解決に向けた、実践力へとつなげていくため

に、人権に関する知的理解に加え、人権感覚を養うことが重要です。人権感覚

は、言葉だけで教えることでなく、児童生徒が自ら主体的に、しかも学級の他

の児童生徒たちとともに学習活動に参加し、協力的に活動し、体験することを

とおす学習方法を推進しました。また、家庭・地域・関係機関の人々をはじめ

多くの人々と連携をとり、人権教育の推進を図りました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

道徳の時間の充実をはじめとし、あらゆる教育活動を通じて、人権感覚の定

着の取り組みを行いました。その結果、自分の大切さとともに他の人の大切さ

を認めることについては、理解できるようになりました。様々な状況下で、児

童生徒が自分で「感じ、考え、行動する」主体的・実践的な行動が見えはじめ

ています。 

今後の 

方向性 

学校でも、人権感覚を身に付けさせる取り組みを推進していきますが、単な

る知識に止まらず、より児童生徒に主体的な学習を可能にするために家庭・地

域・関係機関の人々をはじめ多くの人々と連携をとり、児童生徒の発達の段階

に応じた系統的な取り組みを推進していきます。 

Ｈ２５年度

の課題 

人権課題の解決に向け、児童生徒が自分で「感じ、考え、行動する」主体的・

実践的な行動をとることができるよう、人権教育の推進を図っていく必要があ

ります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題６  人権尊重精神を育成する教育の推進 
（２）社会教育における人権・同和教育推進及び支援 

事業名 
(予算・決算) 

[５９］人権学習推進事業（生涯学習課：人権・同和教育係） 
（予算：  ２，４５４千円  決算：  ２，３９１千円） 

目  的 

同和問題をはじめ女性、子ども、高齢者、障がい者、アイヌの人々、外国人、

ＨＩＶ感染者など、人権尊重の社会の実現に向け、嘉麻市人権教育・啓発基本

方針に基づき、社会教育における人権・同和教育を一層推進するために、市内

の各種団体等の協力を得ながら、行政区単位地、企業内、団体・サークル等の

人権・同和問題研修会を実施します。また、関係行政機関及び地域活動指導員

（人権・同和教育指導員）との連携を図り、社会教育における人権に関する学

習の推進に努めます。 

事業内容 

嘉麻市の人権・同和教育の推進を図るため、市内各行政区をはじめ、団体・

サークル等、企業や市職員の人権・同和問題研修会の開催を推進し、人権・同

和問題に関する意識の向上を図ります。学校における人権教育の時間の充実を

図ります。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

企業内人権研修会の開催、関係各課との連携、職員の資質向上 

【課題等への取り組み】 

誘致企業等を主体に、個別訪問や文書による人権研修会の開催をお願いしま

した。また、各地区行政区及び団体・サークル等には、資料持参して直接お願

いをし、回れない所は文書等の送付により、人権研修会の開催をお願いしまし

た。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性   ○  

【自己評価の根拠】 

人権教育・啓発の役割は、行政が取り組む人権施策の普及に地域住民の理解

協力を得ることが大切です。そのため、市民一人一人が、人権問題について正

しい認識と理解を深め、「差別をしない」から「差別をさせない」との意識が

日常生活の行動等に確実に根付くよう啓発を推進し、住民の人権意識が向上す

るよう努めています。また、地域・企業・団体・サークル等個別的な研修会を

数多く開催し、住民の人権意識の向上を図りました。今回は、行政区単位の研

修数が増加傾向にあります。（11 から 20 に増） 

今後の 

方向性 

地域・企業・各団体における人権が守られ、お互いが尊重しあい、差別のな

い社会の構築に向けた取り組みを推進し、同和問題をはじめ、あらゆる人権問

題に係る啓発事業の一環として実施し、市民の人権意識高揚を図りたいと思い

ます。 

Ｈ２５年度

の課題 

関係各課と連携により、地域・企業・各団体に対し、人権研修会の開催をあ

らゆる機会を活用し、周知していきます。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題６  人権尊重精神を育成する教育の推進 
（２）社会教育における人権・同和教育推進及び支援 

事業名 
(予算・決算) 

[６０］解放子ども会育成事業（生涯学習課：人権・同和教育係） 
（予算： ８，４０９千円  決算： ７，３３３千円） 

目  的 

解放子ども会は、仲間づくりや基礎学力を培いながら、地域と家庭との連携

を図り、嘉穂解放子ども会の再開を目指します。合宿研集会では、小中学生が

寝食を共にし、学習や活動を通して人権学習の高揚を図り、社会見学は、子ど

もや指導者等が歴史や文化を学び体験から見識を深めます。フィールドワーク

は、差別の現実を認識し、人権・平和の大切さを学びます。解放子ども会祭や

実践報告会は、１年間の実践発表の場とします。 

事業内容 

稲築・碓井地区において、解放子ども会を開催し人権・同和問題についての

学習を行っています。 

（１）解放子ども会の開催（開講式を含む。） 

（２）解放子ども会合宿研修会の開催 

（３）解放子ども会社会見学会の開催 

（４）解放子ども会フィールドワークの開催 

（５）解放子ども会祭り（碓井地区）・実践報告会（稲築地区）の開催 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

解放子ども会の育成と嘉穂地区の再開、活動や各研修会等の実践 

 １年間の取り組みの整理と実践発表 

【課題等への取り組み】 

解放子ども会指導者連絡協議会等の設立を呼びかけ、育成等に取り組むとと

もに、解放子ども会祭りや実践報告会で１年間の総括を行っています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

解放子ども会では、学校教育や社会教育との連携や交流を促進することで情

報の共有化が図れ更なる事業の推進が期待できます。 

合宿研修会を開催の実施は、小・中学生が寝食、学習、野外体験活動を共に

することで、連携や交流を深め自主性を深めるなど、学び得ることは多く事業

効果も高いと思われます。また、社会見学やフィールドワークを行い、他地域

の文化や歴史にふれ、差別の現状、人権・平和の大切さを学ぶ場としています。

解放子ども会祭りや実践報告会では、1 年間の総括を行いながらふり返りの場

とし、次年度の学習につないでいます。 

今後の 

方向性 
解放子ども会については、稲築及び嘉穂地区について育成等を推進します。 

Ｈ２５年度

の課題 

稲築地区では解放子ども会のさらなる育成の推進と、嘉穂地区解放子ども会

の再開を目指し、現状の聞き取りを含む調査等を行っていきます。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題６  人権尊重精神を育成する教育の推進 
（２）社会教育における人権・同和教育推進及び支援 

事業名 
(予算・決算) 

[６１］解放学級育成事業（生涯学習課：人権・同和教育係） 
（予算： １，７０３千円  決算： １，５５７千円） 

目  的 

同和問題をはじめ女性、子ども、高齢者、障がい者、アイヌの人々、外国人、

ＨＩＶ感染者など、人権尊重の社会の実現に向け、嘉麻市人権教育・啓発基本

方針に基づき、あらゆる差別をなくすことができるよう人権尊重の社会の実現

を目指して、自らの人権意識を高めます。また、地域住民との交流や地域活動

指導員（人権・同和教育指導員）等との連携を深め、人権・同和問題について

の相互理解と連携意識の高揚を図ります。 

事業内容 

稲築・碓井・嘉穂地区において、解放学級・識字学級を開催し、人権・同和

問題についての学習を行っています。 

（１） 解放学級開講式の開催 

（２） 解放学級・識字学級の開催 

（３）解放学級合同研修会の開催 

（４）解放学級実践報告会・研修会の開催 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

解放学級生の高齢化と参加者数減尐  

解放学級・識字学級の目的の明確化 

【課題等への取り組み】 

高齢化等により、学級生の減尐が進んでいるため、若年層参加への呼びかけ

を行っています。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

解放学級・識字学級及び解放子ども会を開催することで、学級生一人一人が、

人権問題について更なる正しい認識と理解を、より深めることが出来ました。

さらに、地域住民・団体との交流会を開催することで、お互いの理解と心のつ

ながりを深め、思いやりの心等を養うことができ、事業効果も高いと考えます。 

今後の 

方向性 

解放学級は現状維持をしながら、若い世代の取込みも含め今後も継続して行

います。 

 

Ｈ２５年度

の課題 

解放学級参加者の高齢化にともない、若年層の取り込みを推進します。 

 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（１）美術に関する創造的活動の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[６２］文化芸術活動推進事業  （生涯学習課：美術館係） 
（予算： 個別予算なし 千円 決算： 個別予算なし 千円） 

目  的 

美術団体の主体的な活動の支援や、文化芸術活動の推進を図るとともに、創

作展示活動の場の提供及び子どもたちが感性を磨き、考える力、表現力などを

学ぶ芸術鑑賞機会の充実を図ります。 

事業内容 

美術協会など主体的な活動を行う団体と連携協力を図り、市の文化団体など

の展示活動への協力、支援を行います。 

また、サークル等のアトリエでの創作活動を支援します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・アトリエ、展示室５の活用が必要です。 

・アトリエでの学習活動の支援が必要です。 

 

【課題等への取り組み】 

アトリエ、展示室５については、嘉麻市美術協会など８団体による展覧会な

どでの活用がありました。市が共催している展覧会については、展示方法等に

ついてアドバイスを行いました。 

また、６団体が継続してアトリエでの学習活動を行っています。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

市美術協会、市文化協会など関係団体や教育委員会分室と連携して展示活動

への協力、支援を行いました。 

アトリエは、年間を通して学びの場として活用が図られています。 

また、保育園児や小学生が見学に来館するなど、子どもたちの芸術鑑賞の機

会を提供することができました。 

今後の 

方向性 

今後も主体的、自主的に文化芸術活動を行うサークルや団体を支援し、子ど

もたちの芸術鑑賞の機会の充実を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

学校が鑑賞での活用を計画できるように、企画展等の案内を行い周知を図る

必要があります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（１）美術に関する創造的活動の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[６３］美術館運営管理事業   （生涯学習課：美術館係） 
（予算：３３，６３７千円 決算：３２，３７８千円） 

目  的 
市民が文化芸術活動、芸術鑑賞及び憩いの場として、美術館及び公園を快適

かつ安心して利用できるよう施設等の運営管理を行います。 

事業内容 
美術館及び公園の維持管理を図るとともに、適切な環境の中で収蔵、展示作

品の保存管理を行います。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・敷地内で美術館の駐車場の場所をわかりやすくする必要があります。 

・碓井庁舎前駐車場内にある看板の活用を図ります。 

 ・美術館の周知と集客を図る必要があります。 

【課題等への取り組み】 

敷地内に駐車場の誘導看板を設置し、碓井庁舎前駐車場内の懸垂幕を固定看

板に取替える事で、美術館の周知及び利用者の利便性を図りました。 

美術館専用ホームページによる情報発信や織田廣喜美術館フレーム切手の

作成により、広く周知を図りました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

敷地内に駐車場の誘導看板を設置することで、駐車場の場所がわかりやすく

なりました。また、美術館内においてもトイレの照明をセンサー式に替え、ク

リンドライを設置するなどにより、利用者の利便性を図ることができました。 

美術館及び事業の周知につきましては、美術館専用ホームページによる情報

発信をはじめとして、碓井庁舎前駐車場内懸垂幕の固定看板への取替えや、織

田廣喜美術館フレーム切手を作成し販売することで、広く周知を図ることがで

きました。 

また、昨年度に引き続き統合準備が進む嘉穂地区の小学校において、所蔵美

術品等の調査を行い、実態の把握を行いました。 

今後の 

方向性 

美術館及び公園を快適かつ安心して利用できるよう、継続して施設等の維持

管理に努めるとともに、利用者の利便性を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

経年务化に伴う修繕など施設の維持管理に努めるとともに、利用者が快適に

利用できる環境の整備を図ります。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（１）美術に関する創造的活動の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[６４］企画展事業       （生涯学習課：美術館係） 
（予算：１０，２７９千円 決算：１０，２７９千円） 

目  的 
著名な作家や郷土ゆかりの作家の作品展示及び優れた芸術作品の鑑賞機会

を提供することにより、心豊かな感性を育み文化の向上を図ります。 

事業内容 

館蔵品展、郷土作家展、夏季企画展の６展を開催しました。 

「春のコレクション展 2012」            4 月  1 日～ 4 月 8 日( 7 日間) 

「第 10 回嘉飯山の画家たち展」          6 月 23 日～ 7 月 29 日(32 日間) 

「大河原邦男展」                       8 月 18 日～10 月 8 日(45 日間) 

「第 68 回福岡県美術展覧会筑豊巡回展」 11 月 6 日～11 月 11 日( 6 日間) 

「冬のコレクション展（織田廣喜追悼展）」12月 6 日～ 1月 30 日(42 日間) 

「春のコレクション展 2013」             3 月 7 日～ 3 月 31 日(22 日間) 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・新たな作家の掘り起こしや、美術館を周知し集客を図る必要があります。 

・著名な郷土の作家展を開催し、鑑賞機会を提供する必要があります。 

・県展会場（美術館開催）について協議を深める必要があります。 

【課題等への取り組み】 

夏季企画展では、人気アニメ等のメカデザインで知られる「大河原邦男展」

を開催し、従来来館者としての比率が低かった３０～４０代の男性をはじめと

して、遠方からも集客を図ることができました。また、冬のコレクション展は、

織田廣喜氏の逝去に伴い「織田廣喜追悼展」を実施しました。 

県展は、今年度新たに書部門を第２会場である織田廣喜美術館で開催し、同

展の内容がより充実しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

「嘉飯山の画家たち展」では、新たな関連事業として、市内小学校への出前

授業や来場鑑賞会などを実施し、児童が地域の美術家と触れあえる機会を提供

できました。 

「大河原邦男展」は、大変好評で入館者が大幅に増加しました。また、新規

や遠方からの来館者が多く、織田廣喜美術館の周知を図ることができました。 

また、「織田廣喜追悼展」では、著名な郷土の作家の作品を鑑賞する機会を

提供し、改めてその魅力を伝えることができました。 

県展は、新たに「書」の展示ができたことや、入場者が増加したことなど、

市民に様々な作品を鑑賞する機会を提供することができました。 

今後の 

方向性 

今後も継続して優れた作品の鑑賞機会を提供していきます。 

県展は、関係団体等との協議を重ね、来年度から美術館での開催となります。 

Ｈ２５年度

の課題 

県展の美術館開催にあたり、各部門の筑豊地区会員に協力要請を行い、県展

筑豊巡回展実行委員会を立ち上げる必要があります。 

『評価委員の意見』 

・「嘉飯山の画家たち展」の画家の選考基準を明確にしたほうが良いと思う。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（１）美術に関する創造的活動の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[６５］美術館ボランティア事業 （生涯学習課：美術館係） 
（予算：   ３０千円 決算：   １２千円） 

目  的 
子どもたちの美術活動の充実と、美術館の活動に関わる人材の育成を図りま

す。 

事業内容 
ボランティア会議やジュニア美術学科等の打合せ及び事前学習。 

ジュニア美術学科における子どもたちへのサポート。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・新たにボランティア登録者の募集を行います。また、活動を通して資質の

向上を図ります。 

 ・ボランティア活動の資質の向上を図り、市報等で募集を行う必要がありま

す。 

 

【課題等への取り組み】 

市の広報及びホームページでボランティアの募集を行いました。 

ボランティア会議や講座の事前学習においてスキルアップを図り、ジュニア

美術学科で子どもたちの学習支援を行いました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果  ○   

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

ボランティアの新規登録者が増え、子どもたちへのサポートが行き届くよう

になりました。 

また、ボランティア間においてもコミュニケーションが図られ、美術館での

活動の中においてお互いに意識を高めあうことができました。 

 

 

 

今後の 

方向性 

今後も継続して、子どもたちへの学習支援の充実と、美術館の活動に関わる

人材の育成を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

新たなボランティアの募集を行い、子どもたちへの学習支援を通じて資質の

向上を図ります。 

『評価委員の意見』 

・人材バンクボランティアと情報を共有することも必要ではないかと思う。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（１）美術に関する創造的活動の推進 

事業名 
(予算・決算) 

[６６］美術教育普及事業    （生涯学習課：美術館係） 
（予算：  ５３４千円 決算：  ４４８千円） 

目  的 
楽しみながら創作活動を行う機会や場の提供を行い、芸術への興味を深め豊

かな感性と表現力を育むことにより、美術教育の充実を図ります。 

事業内容 

７講座を開設しました。（大人：３講座、子ども：４講座） 

・写真講座（前期・後期）１６回  １８歳以上     受講者２９名 

・手描き染色体験講座   ５回  高校生以上     受講者１０名 

・美術講座        １回  年齢制限なし    受講者１４名 

・ジュニア美術学科   １２回  小学校１・２年生  受講者２６名 

・オダビアートクラブ   ５回  小学校３～６年生  受講者１４名 

・わくわくアトリエクラブ①② 

             ２回  ４～８歳までの子どもとその保護者 

受講者４５名 

・なつやすみ絵画教室（低学年・高学年） 

             ２回  小学生       受講者２７名 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・オダビアートクラブは、一貫した流れで学べる内容で行う必要があります。 

・写真講座は、受講者の技術等に差があり、初級と経験者と分けて実施する

必要があります。 

【課題等への取り組み】 

オダビアートクラブは、年間を通して共通の目標課題のもとに講座を開設し

ました。また、写真講座は、「前期（初級）」「後期（中級）」に分けたことによ

り、受講生の技術に合った内容で講座を実施できました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性 ○    

【自己評価の根拠】 

写真講座は、野外撮影会や鑑賞会を通し、お互いを高め合う学びの場となり、

講座終了後も自主サークルに移行して学びが継続されています。 

手描き染色体験講座は、受講希望者の年齢層が広く、内容も好評でした。 

ジュニア美術学科では、ボランティアの支援により全体に目が行き届き、子

どもたちは楽しく学ぶことができました。 

わくわくアトリエクラブ第１回目は、九州国立博物館との連携により異文化

体験ができました。また第２回目は、親子で協力しながら作品作りをすること

で、大切な時間を共有できました。 

今後の 

方向性 

今後も継続して、子どもから大人まで楽しく学べる美術教育の充実を図りま

す。 

Ｈ２５年度

の課題 
より充実した内容となるよう、講座の募集や開設方法について検討します。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

 

教育委員会評価 Ｂ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（２）文化財の保護・継承・活用 

事業名 
(予算・決算) 

[６７］歴史民俗教育普及事業     （生涯学習課：文化財係） 
（予算：４,３１８千円 決算：４,２１３千円） 

目  的 
様々な文化財や関係資料を活用し、地域の歴史や文化への理解と関心を深める

とともに、文化財の保護継承の重要性について周知を図ります。 

事業内容 

･山本作兵衛展～嘉麻市コレクションから見るヤマの世界～   ５月  ３日～６月１７日 

･戦争体験者が伝えるもの～香椎敬介版画『終戦忌』を中心に ７月３１日～８月２２日 

･語り、伝える戦争の話                  ８月１８日 

･古代「ミヤケ」の国際的シンポジウム               １１月１０日 

･沖出古墳同時公開 (春･秋)         ４月１４日・１５日 １０月２０日・２１日 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

･市所蔵山本作兵衛原画の保存、活用と平和の火の活用を図る必要があります。 

・「鎌（嘉麻）の屯倉」に関する古代シンポジウムの広域連携事業を図ります。 

【課題等への取り組み】 

・世界記憶遺産の関連として美術館で原画展を開催しました。（５７点展示） 

・平和祈念館で企画展を開催し、関連事業として戦争体験者の話を聞きました。 

・掘ったバイ筑豊 2012 のシンポジウムとして「６世紀の九州島 ミヤケと渡来人」

を開催しました。 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

･山本作兵衛原画展(４０日間)には１,９４６人もの来館者があり、原画の魅力を

通してヤマの世界を伝えることが出来ました。 

･祈念館での企画展には、３８８人（市外２８５人）来館者があり、平和イベント 

では戦争体験者の生の声を聞く機会を提供することが出来ました。 

･広域市町村と連携開催したシンポジウムには、１２８人の参加者（市外 97人） 

があり、遠賀川流域の古墳同時公開（沖出古墳）には３１２人(市外 112 人、県

外 72人)が訪れ、古墳を見学し学びを深めることが出来ました。 

今後の 

方向性 

･今後も、県内でも数尐ない平和祈念館や収蔵資料の活用を図りながら、「平和」

について考える企画展を継続実施します。 

･講座等の内容充実を図ります。 

Ｈ２５年度

の課題 

・整理を終えた碓井平和祈念館収蔵資料の活用を図ります。 

・講座等の新企画を始めます。 

・小中学校での活用を促します。 

『評価委員の意見』 

評価委員の意見は、ありませんでした。 

 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（２）文化財の保護・継承・活用 

事業名 
(予算・決算) 

[６８］文化財保護事業        （生涯学習課：文化財係） 
（予算：１０,３５８千円 決算：９,７５８千円） 

目  的 

指定文化財の維持管理及び保存修理を支援し、保護と継承を図るとともに、施

設等の維持管理に努めます。また、開発事業者との事前調整、埋蔵文化財の調査、

資料整理等を行います。 

事業内容 

・指定文化財の維持管理および補助、助成と歴史民俗資料展示、保管施設等の維

持管理を行います。 

・開発事業者との事前調整（調査）および埋蔵文化財等の調査を行います。 

・発掘調査出土品の(再)整理を行います。 

 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・沖出古墳出土資料の再整理が必要です。 

・碓井郷土館「収蔵庫」の空調機自動制御装置の修理が必要です。 

【課題等への取り組み】 

・県指定史跡「沖出古墳」出土品の再整理に着手しました。 

・収蔵庫の修理を行いました。 

 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

・県指定史跡「沖出古墳」出土品の再整理に着手することが出来ました。 

・指定文化財の維持管理、継承に努めることが出来ました。 

・開発事業者と年間９６件（立会い調査４件、試掘調査３件を含む）の事前調整 

を円滑に行うことが出来ました。 

・碓井郷土館｢収蔵庫｣の空調修理により快適環境の中で資料の維持管理が可能と

なりました。その他の施設等についても維持管理に努めました。 

今後の 

方向性 

・今後も継続して指定文化財や施設等の維持管理に努めるとともに補助、助成を 

行います。 

・開発事業者との事前調整（調査）を円滑に進め、文化財保護に努めます。 

・出土品の（再）整理を継続して行います。 

 

Ｈ２５年度

の課題 

・沖出古墳出土品の再整理を継続します。 

・指定文化財説明板等の把握と板面の掃除を行い、見学者に配慮します。 

・登録有形文化財建造物の登録手続きを進めます。 

 

『評価委員の意見』 

・各地区に分散している文化財を一箇所で保存すべきであると考える。 

教育委員会評価 Ａ 
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○重要課題７  市民文化の創造 
（２）文化財の保護・継承・活用 

事業名 
(予算・決算) 

[６９］歴史民俗資料展示・保管施設の管理活用事業 
（生涯学習課：文化財係） 

（予算：４,４１２千円 決算：４,３８７千円） 

目  的 
資料展示･保管施設の位置付けを明確にし、整備と活用を図ります。また収蔵

資料の整理を行い、内容把握とその活用に結びつけます。 

事業内容 
・収蔵資料の整理と台帳作成（データ化）を行います。 

・歴史民俗資料展示、保管施設の統廃合等の及び中核施設の整備を検討します。 

Ｈ２４年度

の課題と 

取り組み 

【課題等】 

・碓井平和祈念館の資料整理を終え、碓井郷土館等の資料整理にとりかかる必要 

があります。 

・施設検討部会を設置し、施設の機能、現状調査を行う必要があります。 

【課題等への取り組み】 

・碓井平和祈念館収蔵資料の台帳作成（データ化）を終え、碓井郷土館の古文

書資料整理に着手しました。 

・文化財保護審議会内に施設検討部会を設置し部会を開催しました。 

 

事務局 

自己評価 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業の必要性 ○    

事業の効果 ○    

事業の効率性  ○   

【自己評価の根拠】 

・碓井平和祈念館の収蔵資料約６０００点の整理分類と台帳作成（データ化）

により点数や内容、状態等の把握ができ、今後、活用を図ることが出来るよ

うになりました。 

・県内でも数尐ない戦争関係資料を有する平和祈念館ならびに嘉麻市の考古･歴

史資料を展示した碓井郷土館の活用に向け施設の見学を行い、現状説明を行

うことが出来ました。 

 

 

今後の 

方向性 

・収蔵資料の整理と台帳作成（データ化）を継続します。 

・歴史民俗資料展示、保管施設の統廃合等及び整備の検討を行います。 

Ｈ２５年度

の課題 

・碓井郷土館所蔵古文書の整理と台帳作成(データ化)と整理資料の活用を図り

ます。 

・施設の位置付け、整備の検討と文化財保護審議会（施設検討部会）での意見

の集約に努めます。 

『評価委員の意見』 

・学校等で資料を活用するための、活用方法等の情報の提供が必要である。 

 

 

教育委員会評価 Ａ 
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５．全体評価結果 

⑴ 全体評価結果 

全体評価結果については、事務局の自己評価と評価委員の意見をふまえた教育委員

会の評価結果は下記のとおりとなりました。（全６９事業） 

 

 前年度教育委員会評価  教育委員会評価 

Ａ：期待通り １８事業（29.5％） ⇒ ３０事業（43.5％） 

Ｂ：概ね期待通り ４３事業（70.5％） ⇒ ３９事業（56.5％） 

Ｃ：課題あり   ０事業（ 0.0％） ⇒   ０事業（ 0.0％） 

Ｄ：事業の見直し要 ０事業（ 0.0％） ⇒ ０事業（ 0.0％） 

 

今回の評価の方法は、昨年度と同様に事業完了度ではなく、目的達成度の観点から

総合的に評価を行いました。第三者評価を含んだこれらの評価手法については、客観

的な評価が実施できるように、引き続き改善に努めてまいります。 

 実施事業の全体的な年度比較では、「Ａ評価」が２９．５％から４３．５％（１４ポ

イント増）へ、概ね期待通りの「Ｂ評価」が７０．５％から５６．５％（１４ポイン

ト減）へ、課題ありの「Ｃ評価」及び事業の見直し要の「Ｄ評価」の事業は、昨年同

様に０％で、全体の評価傾向としては、向上していると考えております。 

これは、事業を計画する際に、前年度の点検評価による課題等を充分に考慮し、事

前調査や検討を行った結果であると思料します。 

しかしながら、まだまだ課題も多く、改善を必要とする事業もあり、今後も引き続

き、更なる事業内容の検討を図る必要があります。 

 

⑵ 重要課題ごとの評価及び課題 

○ 重要課題１「尐人数指導等による学力向上」 

  児童・生徒に応じたきめ細かな指導を行う「尐人数指導推進事業」や、教職員の

実践的指導力の向上を図る「研究指定校補助事業」の取組みについては、計画どお

りの事業が実施できました。 

また、学力実態調査を実施し、各学校の学力の実態を分析し、さらなる学力向上

に向けた組織的な取組みを行う学校が増加しています。 

今後は、更に学校と保護者等が連携を取り合い、学力向上の基盤づくりに取組む

とともに、学校においては、学力向上コーディネータを中心に組織的な取り組みを

推進します。 

 

○ 重要課題２「個性又は能力を育成する学校教育の充実」 

「特別支援教育総合推進事業」については、学校教育課だけではなく、健康課やこ

ども育成課と横の連携を取りながら、早期対応を図っていることに対し、高い評価
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をいただきました。今後は、内容を充分に検証し、事業を推進します。 

また、「学校防犯体制整備事業」については、行政だけではなく、登下校時の見守

りなど、地域住民との連携が課題です。 

 

○ 重要課題３「豊かな人間性及び志をもってたくましく生きる力を培う教育の推進」 

 「ボランティア活動推進事業」については、道徳性や自律性を育むための大切な事業

であり、今後は、地域社会と連動した活動を行う必要があります。 

 不登校問題等の解決の取組みとして、「教育相談推進事業」や「ひきこもり訪問指

導員配置事業」を実施し、不登校傾向の児童生徒に対する早期対応や不登校の解消、

改善に取組み、前年度より若干減尐しました。今後も継続してこの事業を実施、不登

校問題の解決に努める必要があります。 

  

○ 重要課題４「生涯学習の実現を目指す社会教育の推進」 

社会教育関係団体の育成、公民館活動の活性化や青尐年育成等、全てにおいて地域

住民との連携が大切です。そのため、指導者や後継者の育成を推進し、地域の力を向

上することが課題です。 

 

○ 重要課題５「体力及び運動能力向上の推進」 

  公立保育園で実施した運動指導については、今後も継続し、更に小、中学校へ事

業の拡大を期待する旨の評価をいただきました。今後も、子ども育成課やＮＰＯ法

人と連絡調整を取りながら、事業の拡充を図ります。 

  スポーツ大会支援事業については、他の課と横の連携も取りながら、幅広い年齢

層を対象とした事業の開催が課題です。 

   

○ 重要課題６「人権尊重精神を育成する教育の推進」 

  地域・企業・団体・サークル等、個別的な研修会を多数開催し、住民の人権意識

の向上に努めました。今年度は、行政区単位の研修が昨年度に比べ９団体増加しま

した。引き続き、啓発事業を実施し、市民の人権意識の高揚を図る必要があります。 

 

○ 重要課題７「市民文化の創造」 

 美術館事業については、県展筑豊巡回展の拡充が図られ、今後更なる事業の充実

を期待する評価をいただきました。 

文化財事業については、各地区に保存されている収蔵品や歴史的民俗資料の整理

及び統合が課題です。 

 

⑶ おわりに 

今回点検した教育委員会の事業は、「第２次嘉麻市教育アクションプラン」の具体的

な数値目標と、それに対応した行動計画として策定しており、計画的かつ効率的に諸

施策を着実に進めている状況です。 

また、市民の点検評価委員のみなさまからは評価に対する指摘、改善策、貴重な意
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見等を頂きました。これらの貴重な意見を事業に活用し、今後の嘉麻市教育行政の発

展に役立てていきたいと思います。 

最後に、今回点検評価に参加・ご尽力くださいました委員の皆様に心よりお礼を申

し上げ、点検・評価報告書のまとめとさせていただきます。 
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嘉 麻 市 教 育 委 員 会 点 検 評 価 実 施 要 綱  

 

[平 成 ２ １ 年 嘉 麻 市 教 育 委 員 会 要 綱 第 ６ 号 ] 

[平 成 ２ ３ 年 嘉 麻 市 教 育 委 員 会 要 綱 第 ４ 号 ] 

[平 成 ２ ４ 年 嘉 麻 市 教 育 委 員 会 要 綱 第 ３ 号 ]

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律（ 昭 和

３ １ 年 法 律 第 １ ６ ２ 号 ）第 ２ ７ 条 及 び 嘉 麻 市 教 育 基 本 条 例（ 平 成 ２ ２

年 嘉 麻 市 条 例 第 １ ６ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。） 第 ７ 条 の 規 定 に 基 づ

き 、 嘉 麻 市 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。） が 実 施 す る 事

務 の 点 検 及 び 評 価 に つ い て 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 点 検 評 価 事 項 ）  

第 ２ 条  教 育 委 員 会 は 、前 年 度 の 教 育 委 員 会 の 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状

況 に つ い て 、次 に 掲 げ る 事 項 の 点 検 及 び 評 価（ 以 下「 点 検 評 価 」と い

う 。） を 行 う 。  

 (１ ) 教 育 委 員 会 の 会 議 の 実 施 状 況 等 に 関 す る こ と 。  

 (２ ) 教 育 委 員 会 の 主 要 な 施 策 に 関 す る 執 行 の 状 況 及 び そ の 成 果 に

関 す る こ と 。  

 （ 点 検 評 価 の 方 法 ）  

第 ３ 条  教 育 委 員 会 は 、点 検 評 価 を 実 施 す る に 当 た り 、別 に 定 め る 評 価

表 に よ り 教 育 委 員 会 事 務 局 に お い て 、そ の 所 管 す る 事 務 事 業 等 の 自 己

評 価 を 行 わ せ る も の と す る 。  

２  教 育 委 員 会 は 、前 項 の 自 己 評 価 の 結 果 に つ い て 評 価 の 客 観 性 を 確 保

す る た め 、嘉 麻 市 教 育 委 員 会 点 検 評 価 委 員（ 以 下「 評 価 委 員 」と い う 。）

を 設 置 す る 。  

３  教 育 委 員 会 は 、評 価 委 員 の 意 見 を 踏 ま え 、教 育 委 員 会 の 会 議 に お い

て 最 終 的 な 点 検 評 価 を 行 う 。  

（ 評 価 委 員 ）  

第 ４ 条  評 価 委 員 は 、１ ０ 人 以 内 と し 、次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 教 育 委

員 会 が 委 嘱 す る 。  

 (１ ) 嘉 麻 市 議 会 議 員  

 (２ ) 嘉 麻 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 委 員  
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(３ ) 嘉 麻 市 社 会 教 育 委 員    

(４ ) 嘉 麻 市 公 民 館 運 営 審 議 会 委 員   

 (５ ) 嘉 麻 市 立 図 書 館 協 議 会 委 員   

 (６ ) 嘉 麻 市 立 織 田 廣 喜 美 術 館 運 営 協 議 会 委 員   

 (７ ) 嘉 麻 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員   

 (８ ) 嘉 麻 市 文 化 財 保 護 審 議 会 委 員  

 (９ ) そ の 他 教 育 委 員 会 が 適 当 と 認 め る 者  

 （ 公 表 の 方 法 ）  

第 ５ 条  教 育 委 員 会 は 、条 例 第 ７ 条 の 規 定 に よ り 点 検 評 価 の 結 果 に 関 す

る 報 告 書 は 次 に 掲 げ る 方 法 で 公 表 す る 。  

 (１ ) 嘉 麻 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載  

 (２ ) 報 道 機 関 に 提 供  

(３ ) 教 育 分 室 等 で の 閲 覧  

 （ 庶 務 ）  

第 ６ 条  点 検 評 価 の 実 施 に 関 す る 庶 務 は 、教 育 部 学 校 教 育 課 に お い て 処

理 す る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 ７ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、点 検 評 価 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事

項 は 、 教 育 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ １ 年 ７ 月 ８ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ５ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  
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平成２５年度嘉麻市教育委員会点検評価委員名簿 
（評価対象年度・・・・平成２４年度） 

 

(敬称略) 

 団 体 名 氏  名 備考 

１ 嘉麻市議会 田淵 千恵子  

２ 嘉麻市ＰＴＡ連合会 荒川 孝子  

３ 嘉麻市社会教育委員 井上 由彬   

４ 嘉麻市公民館運営審議会 林田 浩一  

５ 嘉麻市立図書館協議会 伊藤 惠美香  

６ 嘉麻市立織田廣喜美術館運営協議会 坂口 美代子  

７ 嘉麻市スポーツ推進委員 山方 国和  

８ 嘉麻市文化財保護審議会 香月 靖晴  

９ その他教育委員会が適当と認める者 浅田  勉  
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